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「
牢
人
百
姓
」
依
田
長
安
の
読
書

612

は
じ
め
に

本
稿
は
、
近
世
出
版
文
化
の
確
立
期
で
あ
る
元
禄
・
享
保
期
に
お

け
る
「
地
方
読
者
」
　
の
一
事
例
と
し
て
'
甲
斐
国
山
梨
郡
下
井
尻
村

の
　
「
牢
人
百
姓
」
依
田
長
安
を
と
り
あ
げ
、
以
下
の
三
点
に
分
析
の

重
点
を
お
-
0

第
l
に
'
「
牢
人
百
姓
」
　
と
い
う
読
書
主
体
の
身
分
的
存
在
に
注

目
し
た
い
。
兵
農
分
離
を
体
制
的
に
確
定
し
た
は
ず
の
近
世
社
会
に

お
い
て
も
、
(
百
姓
身
分
)
　
で
あ
り
な
が
ら
支
配
行
政
機
能
を
担
う

村
役
人
層
へ
在
任
期
間
だ
け
(
武
士
身
分
)
と
な
る
在
地
代
官
へ
在

方
に
あ
り
な
が
ら
(
百
姓
身
分
)
と
は
1
応
区
別
さ
れ
た
寺
僧
や
神

主
、
主
観
的
に
は
(
武
士
身
分
)
　
の
末
端
に
位
置
す
る
「
郷
士
」

「
牢
人
」
　
等
々
へ
　
武
士
と
百
姓
の
中
間
に
位
置
す
る
人
々
が
広
-
荏

横
　
　
田
　
　
冬
　
　
彦

在
L
へ
　
兵
農
分
離
体
制
を
実
質
的
に
支
え
て
い
た
。
そ
う
し
た
人
々

は
へ
　
そ
の
身
分
的
地
位
の
唾
昧
さ
・
不
安
定
さ
の
故
に
、
あ
る
い
は

そ
れ
を
補
完
す
る
た
め
に
へ
　
ほ
ん
ら
い
の
支
配
身
分
で
は
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
へ
　
高
い
文
化
的
意
欲
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な

(
-
)

い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。:o:

第
二
に
'
畿
内
大
坂
周
辺
村
落
の
よ
う
に
大
坂
の
行
商
本
屋
が
回

村
し
て
来
る
わ
け
で
は
な
い
　
「
地
方
読
者
」
　
に
と
っ
て
'
書
物
の
入

手
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
だ
っ
た
の
か
。
断
片
的
な
史
料
か
ら
で

は
あ
る
が
'
書
物
の
流
通
や
蔵
書
形
成
の
実
態
を
で
き
る
か
ぎ
り
復

元
し
て
み
た
い
。

第
三
に
、
出
版
文
化
の
研
究
は
、
作
者
や
出
版
の
側
だ
け
で
な
-
'

そ
れ
が
読
者
の
側
で
ど
う
読
ま
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら

(
3
)

な
い
。
読
者
の
読
書
行
為
は
'
本
来
作
者
の
著
述
行
為
と
は
時
間
的
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に
も
空
間
的
に
も
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
'
作
者
の
著
述
意
図
が
そ

の
ま
ま
そ
の
書
物
を
読
ん
だ
読
者
の
思
考
の
中
で
再
生
産
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
階
層
に
お
け
る
　
(
家
)

の
成
立
へ
　
(
通
俗
道
徳
)
　
に
代
表
さ
れ
る
彼
ら
の
思
想
形
成
と
の
関

わ
り
に
視
点
を
あ
て
て
検
討
し
た
い
。

一
依
田
家
と
長
安

I
へ
依
田
家
-
そ
の
土
豪
的
系
譜
(
4
)

依
田
長
安
が
編
纂
し
た
「
由
緒
書
」
は
、
依
田
家
を
「
我
等
家
元

祖
よ
り
代
々
武
家
に
て
有
之
」
と
し
、
頼
朝
以
来
へ
　
武
田
・
豊
臣
・

徳
川
に
仕
え
た
武
士
と
し
て
の
戦
歴
を
掲
げ
る
が
'
そ
れ
を
証
す
る

(
5
)

い
く
つ
か
の
古
文
書
は
偽
文
書
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

c
a
的

享
保
一
〇
年
　
(
一
七
二
五
)
　
「
親
類
書
」
　
の
　
「
武
家
方
二
勤
候
親

類
共
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
系
譜
が
再
構
成
で
き
る
。

曽
祖
父
　
佐
太
夫
長
久
(
大
久
保
石
見
守
家
臣
)

祖
父
　
与
右
衛
門
長
宗
(
伊
丹
播
磨
守
家
頼
分
へ
　
の
ち
増
山
弾

正
少
弼
牢
大
分
へ
　
承
応
元
年
没
)

伯
父
　
依
田
助
之
進
長
公
　
(
伊
丹
大
隅
守
家
臣
へ
　
家
老
へ
　
五

〇
〇
石
へ
　
貞
享
三
年
没
)

そ
の
養
子
　
伴
蔵
　
(
伊
丹
左
京
家
臣
へ
　
物
頭
へ
一
〇
〇
石
へ

元
禄
一
一
年
牢
人
)

伯
父
　
古
屋
十
郎
右
衛
門
長
利
(
増
山
弾
正
少
弼
家
臣
へ
大

目
付
へ
一
〇
〇
石
へ
宝
永
三
年
没
)

そ
の
子
　
十
郎
右
衛
門
(
増
山
河
内
守
家
臣
へ
物
頭
へ
　
1

0

0

石

*

)

そ
の
聾
　
友
野
平
兵
衛
(
同
物
頭
へ
一
〇
〇
石
、
今
は
そ

の
子
六
郎
左
衛
門
*
)

〃
　
　
村
上
三
弥
(
常
陸
国
下
妻
村
牢
人
百
姓
)

〃
　
　
森
甚
兵
衛
(
牢
人
へ
　
そ
の
二
人
の
子
は
武
士
*

*
>

〃
　
　
白
石
清
太
夫
(
三
井
主
悦
家
臣
へ
　
家
老
へ
　
正
徳

四
年
没
)

父
　
　
依
田
惣
兵
衛
長
継
(
酒
井
雅
楽
頑
家
臣
、
近
習
へ
寛

文
五
年
帰
農
へ
　
元
禄
一
〇
年
没
)

そ
の
子
　
長
安

叔
父
　
古
屋
勘
左
衛
門
長
快
(
増
山
弾
正
少
弼
家
臣
へ
近
習

勤
へ
　
正
徳
四
年
没
)

叔
父
　
依
田
小
軒
長
満
(
松
平
越
後
守
家
臣
へ
吟
味
役
、
享

保
五
年
没
)

そ
の
養
子
　
依
田
左
源
太
　
(
松
平
越
後
守
家
臣
へ
大
番
頭
へ
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七
〇
俵
*
)

そ
の
聾
　
金
子
佐
次
右
衛
門
(
松
平
越
後
守
家
臣
へ
　
大
目

付
へ
一
五
〇
石
*
)

こ
の
よ
う
に
曽
祖
父
以
来
へ
　
父
長
継
の
兄
弟
た
ち
は
い
ず
れ
も
武

士
と
し
て
奉
公
し
て
お
り
　
(
享
保
l
〇
年
時
点
で
も
六
人
が
現
役
。

*
印
)
へ
　
依
田
家
が
戦
国
期
に
そ
れ
な
り
の
戦
闘
能
力
を
も
つ
土
豪

的
武
士
の
実
態
を
も
ち
へ
　
そ
の
系
譜
を
引
い
て
い
た
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
長
安
の
父
長
継
自
身
は
'
当
初
老
中
酒
井
家
(
上
野
国
厩

橋
藩
)
　
の
　
「
近
習
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛
文
五
年
(
一

六
六
五
)
へ
　
二
五
歳
の
時
へ
　
「
先
祖
よ
り
当
村
(
下
井
尻
村
)
ニ
所
持

の
田
畑
屋
敷
有
之
へ
兄
弟
多
、
手
前
病
身
ゆ
へ
」
、
「
武
家
ノ
望
」
を

捨
て
て
帰
農
し
、
「
牢
人
百
姓
」
と
な
っ
た
。

他
方
へ
　
「
当
国
之
親
類
縁
者
之
分
」
　
と
し
て
書
上
げ
ら
れ
た
七
三

人
に
つ
い
て
い
え
ば
'
母
方
の
叔
父
丸
山
弁
之
助
が
「
江
戸
表
二
奉

公
勤
、
死
去
」
と
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
僧
侶
四
人
を
含
む
近
隣
村

の
名
主
ク
ラ
ス
の
百
姓
身
分
で
あ
っ
た
。

一
族
の
中
に
武
士
に
な
っ
た
者
と
在
地
に
帰
農
し
た
者
と
が
混
在

す
る
状
況
は
、
兵
農
分
離
過
程
に
お
け
る
武
士
の
申
下
層
と
百
姓
の

中
上
層
が
本
来
は
同
じ
土
豪
的
階
層
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
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2
'
依
田
長
安

依
田
長
安
は
'
延
宝
二
　
(
一
六
七
四
)
年
に
長
継
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
へ
　
元
禄
八
　
(
一
六
九
五
)
年
中
原
村
鶴
田
治
兵
衛
女
と
結
婚
へ

同
一
〇
年
に
は
父
の
死
に
よ
り
二
四
歳
で
家
督
を
継
い
だ
。
享
保
l

O
(
一
七
二
五
)
毎
、
幕
府
領
代
官
小
宮
山
杢
之
進
に
よ
る
「
牢
人

改
め
」
を
契
機
に
'
五
一
一
歳
の
長
安
は
子
矩
長
に
「
与
右
衛
門
」
名

と
　
「
長
百
姓
役
」
を
譲
り
'
自
ら
は
　
「
牢
人
」
身
分
を
届
出
て
、
民

部
と
改
名
し
た
。

そ
し
て
享
保
一
四
年
へ
　
五
六
歳
の
時
へ
矩
長
に
家
督
を
譲
っ
て
隠

居
し
、
隠
居
家
に
移
っ
た
。
隠
居
す
る
に
あ
た
っ
て
長
安
は
、
享
保

l
四
年
か
ら
l
六
年
に
か
け
て
へ
①
「
家
財
諸
道
具
目
録
」
な
ど
と

題
さ
れ
た
家
産
冒
録
を
作
成
し
て
'
若
干
の
隠
居
分
を
除
い
て
田
畑

を
は
じ
め
家
産
の
大
部
分
を
譲
る
と
と
も
に
へ
②
「
依
田
家
訓
身
持

:
<
s
刑

鑑
」
　
「
他
我
身
徒
然
物
語
」
　
と
題
さ
れ
た
家
訓
書
を
作
成
、
③
「
長

安
l
代
記
」
等
と
題
さ
れ
た
家
系
・
由
緒
書
・
親
類
書
な
ど
を
相
次

い
で
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、
元
文
二
年
(
一
七
三
七
)
六
四
歳
の
時
、

長
安
は
「
浪
人
跡
式
」
　
の
世
襲
化
を
は
か
る
た
め
に
'
こ
れ
を
矩
長

に
譲
っ
て
一
閃
斎
と
改
名
(
矩
長
は
帯
刀
と
改
名
)
、
宝
暦
八
年
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'

'

'

蝣

>

(
一
七
五
八
)
へ
八
五
歳
で
没
し
た
。

依
田
家
の
土
地
所
有
高
は
'
長
安
が
家
督
を
相
続
し
た
時
へ
下
井

尻
村
内
の
　
「
古
名
田
」
一
一
石
余
と
他
村
買
得
分
二
二
石
を
合
わ
せ

た
三
三
石
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
「
牢
人
」
　
身
分
を
得
た
享
保
一
〇
年

に
は
l
四
l
石
余
へ
隠
居
し
た
享
保
1
四
年
に
は
二
〇
七
石
余
と

な
っ
て
お
り
、
没
年
に
は
五
五
六
石
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
経
営
は
'

十
余
人
の
奉
公
人
を
擁
し
て
の
手
作
農
業
経
営
を
中
心
に
も
他
方
で

豊
富
な
資
金
に
よ
る
金
融
を
行
っ
て
土
地
集
積
を
進
め
へ
地
主
経
営

を
お
こ
な
い
へ
　
そ
の
は
か
に
も
若
干
の
養
蚕
・
煙
草
栽
培
な
ど
も

IC';

行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
元
禄
・
享
保
期
に
お
け
る
依
田
家
の
地
主

経
営
の
こ
の
よ
う
な
発
展
は
'
長
安
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

「
依
田
家
訓
身
持
鑑
」
　
に
は
「
農
大
ハ
耕
作
の
事
精
-
勤
べ
し
」

「
家
職
な
ら
バ
心
力
を
つ
く
し
は
げ
む
べ
し
」
　
と
'
手
作
地
主
と
し

て
の
経
営
的
努
力
を
求
め
て
お
り
へ
　
(
武
士
)
　
た
り
え
な
か
っ
た
依

田
長
安
家
に
と
っ
て
、
家
と
し
て
の
経
営
基
盤
は
あ
-
ま
で
「
農

大
」
と
し
て
の
　
「
家
職
」
　
に
お
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
　
(
村
内
で

は
　
「
長
百
姓
」
)
。
し
か
し
他
方
で
'
「
我
等
家
元
祖
よ
り
代
々
武
家

に
て
」
や
「
土
民
百
姓
と
い
へ
と
も
氏
族
正
し
き
」
家
筋
で
あ
る
と

す
る
意
識
も
強
-
'
前
述
し
た
よ
う
に
、
享
保
一
〇
年
の
　
「
牢
人
改

め
」
を
契
機
に
も
宗
門
改
帳
を
村
民
と
は
別
帳
で
提
出
す
る
こ
と
の

で
き
る
へ
　
百
姓
-
村
民
身
分
か
ら
一
歩
抜
け
出
た
　
「
牢
人
」
身
分
の

認
定
を
受
け
へ
　
そ
れ
を
代
々
相
続
で
き
る
よ
う
に
周
到
な
努
力
を
積

(
2
1

み
重
ね
た
。
彼
の
読
書
行
為
に
は
'
そ
う
し
た
　
「
農
大
」
　
と
　
「
牢

人
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
現
れ
て
-
る
こ
と
に
な
る
。

二
　
蔵
書
と
そ
の
形
成

I
へ
　
「
書
物
目
録
」

最
初
に
「
享
保
十
五
年
庚
成
之
正
月
　
書
物
目
録
　
依
田
氏
」
と

(:=)

題
さ
れ
た
史
料
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
　
「
書
物
目
録
」
　
は
'
「
一
、

日
本
王
代
記
　
七
巻
」
　
の
ご
と
-
、
書
物
の
表
題
と
巻
数
な
い
し
冊

数
が
記
さ
れ
'
全
体
で
六
四
部
四
七
〇
冊
(
便
宜
上
一
巻
-
一
冊
と

す
る
)
　
の
書
物
へ
　
お
よ
び
　
「
日
本
国
大
絵
図
　
壱
枚
」
　
「
京
都
絵
図

壱
枚
」
　
の
絵
図
二
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。
(
-
)
　
　
C
S
)
　
の
番
号

を
付
し
て
　
[
表
-
]
　
に
示
す
。

と
こ
ろ
で
へ
　
寛
延
元
年
(
一
七
四
八
)
頃
成
立
し
た
　
「
諸
道
具
目

(
2
)録
」
　
に
は
'
隠
居
分
の
家
産
と
し
て
'
「
隠
居
家
壱
軒
」
　
な
ど
の
建

物
へ
　
以
下
「
刀
脇
指
之
類
、
掛
物
之
類
へ
　
諸
道
貝
類
(
犀
風
・
茶
道

具
・
香
炉
な
ど
)
へ
持
仏
道
具
類
、
膳
椀
之
類
、
諸
道
具
類
(
良

持
・
箪
笥
・
皮
文
庫
な
ど
)
、
瀬
戸
物
類
へ
　
書
物
之
類
へ
　
雑
道
具
之

615



一橋論叢　第134巻　第4号　平成17年(2005年) 10月号(98)

【表1]　長安の蔵書

書 物 日 録 十 ij II,,l'
書 物 調
内 覚

隻 寛 延 1 年 注 記

享 保 15年 1 月

1 『日本 王 代 記 』 7 巻 ⑥

2 『前 々 太 平 記 』 21巻 ○ G

3 『前 太 平 記 』 21巻 ○ G 七八 之 所 不 見

4 『保 元 物 ロ』 3 巻

5 F平 拾 物 ,': : .1 ゥ . ゥ

6 r源 平 盛 衰 言己』 25 巻 ゥ ・ゥ

7 『平 家 物 語 』 12巻 ⑤ 小 原 (村 ) 丈二右 衛 門 ニか し

8 Fl義 経 勲 功 記 』 20巻

9 『北 条 九 代 記 』 12巻 ○ G

10 「.し† .;!'.サご1

ll 『後 太 平 記 』 22巻 八 田 へ通 し候 様 こ覚 候

12 r本 朝 二 匡】志 』 36巻

13 『信 長 記 』 8 巻
14 『太 閤 記 』 10巻 ⑤ . ㊨

15 T l、や す r ->:h i j

1 6 『野 沢 名 所 焼 蛤 』 5 巻

17 『甲 陽 軍 鑑 J 10巻

18 『甲 腸 軍 鑑 評 判 』 10巻

19 『忠 義 太 平 記 』 12 巻 ⑤

20 F四 書 』 10巻 ノ不見 、JQ旨弥太 へ 達 し

21 F古 支 (真 宝 )』 2 巻 不 見 、熊 弥太 へ 過 し

22 『和 漢 朗 詠 集 』 3 巻 不 見 、熊 弥 太 有

23 『三 体 詩 』 3 巻 二不見、 熊 弥 太 有

24 『錦 繍 段 』 1 巻 二不見

25 『沙 石 集 』 5 巻 塩 後 (村 ) 松 次 こか し

26 『つ れ 、 、草 』 2 巻 熊 弥 太 有

27 r古 今 銘 画 大 全 lD 7 巷 五 平 次 へ か し候 様 ニ覚 候

L'S 『農 業 全 書 J 11巻 熊 弥 太 有

29 『身 持 鏡 夢 中之 枕 』 4 巻 ○ G 熊 弥 太 有

30 『古 層 』 2 巻 ⑥

31 F享 保 武 鑑 是 は 江戸 鏡 也 』 4 巻 (K > - ゥ 2 冊不 見

32 I' lT W ト'V'ォJ .1
3 3 T養 生 訂r』 4 巻
34 『新 増 年 代 記 』 5 巻 ⑥

35 『料 理 集 J7 6 巻 2 冊 不 見

36 『ぱ っ す い7去語 イ旦平 か な . 片 か な 』 2 巻 3 冊 有

37 『E]用 食 性 』 l 巻
38 「E]本 国 大 絵 図」 1 枚 ゥ

39 「京 都 (大 ) 絵 図」 1 枚 ㊨

40 F宝 暦 雑 .昏万 々歳 』 1 巻

41 「立 花 正 道 集 』 1 巻

42 『裏 革 玉 篇 』 1 巻

43 『早 引 和 玉篇 』 1 巻 茂 左 衛 門 ニ有

44 r巾 1日<e j 1

4 5 『前 句 付 書 』 5 巻

46 『調 宝 記 』 l 巻 ⑥

辛 保 16年

47 F朝 鮮 軍 l'.I ごJ せ ○

IS F女 重 宝 己J) 1 十冊

49 『小 児 必 J.I;1 ! !蝣冊 ○ G

50 『年 中 故 要 言 』 7 巻 熊 弥 太 有

51 『曽 我 物 E]』 12 巻 ○ G

52 『古 老 物 &J 6 巻 ○ G

53 『武 道 伝 来 記 』 8 巻 ○ G

54 『武 家 義 理 物 語 』 6 巻 ○ G

55 「武 道 三 匡】志 』 10巻 ○ G

56 r富者匡】武 道 容 気 』 5 巻 (⊃G

57 『武 者 物 語 』 」二中 下 3 巻 ○ G

58 『たか 身 の うへ 』 6 巻 ○ G 熊 弥 太 有

59 『大 坂 物 言吾並 首 帳 』 上 下 2 巻 ○

60 『諸 礼 集 』 7 巻

61 『奥 羽 軍 記 』 1 巻 ○ G

62 『春 秋 』 全 1 巻 ⊂)G

6 3 『国 名 風 土 記 』 乾 1 巻 ○

64 r人 匡括己』 巻 之 上 一 ∴ . 下 一 二、 以 上 4 冊 ○
享 保 17年 8 月

65 r普 救 類 方 』 巻 一 上 下 ～ 巻 七 、 11巻 (⊃

66 『統 智 恵 海 』 3 巷

注: 「万覚日記」の⑤は享保5年江戸、 ⑥は享保6年京都での購入予定を示す。
「書物調内覚」では、他に『朝鮮太平記』 『諸家前太平記』 Fのふどく書』にも合点がある。
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類
　
(
盆
・
包
丁
・
火
箸
な
ど
)
へ
　
衣
類
之
品
々
」
　
の
一
一
の
項
目
に

分
類
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
書
物
之
類
」
に
は
、
こ

の
享
保
一
五
年
「
書
物
目
録
」
が
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
、
そ
の
時
点
で

の
有
無
な
ど
が
点
検
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
へ
　
こ
の
　
「
書
物
日

録
」
は
長
安
の
隠
居
分
の
み
を
示
す
も
の
で
あ
り
'
書
物
も
ま
た

「
家
産
」
　
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。
な
お
本
家
分
の
家
産
目
録
と
し
て
は
、
享
保
一
四
年
五
月

に
長
安
か
ら
矩
長
へ
の
遺
産
譲
渡
目
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
家
財

(
3
)

諸
道
具
　
目
録
」
が
あ
る
が
'
こ
れ
に
は
建
物
と
主
な
諸
道
異
以
外
へ

書
物
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
(
衣
類
・
雑
具
・
常
遺
道
具
の
ほ
と
ん

ど
も
)
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ち
な
み
に
へ
　
こ
れ
ら
の
家
産
目
録
な
ど
に
よ
れ
ば
'
本
家
建
物
と

し
て
は
'
享
保
三
年
に
造
作
さ
れ
た
一
〇
間
×
六
問
の
居
家
に
'
四

問
×
四
問
半
で
畳
床
・
違
棚
・
あ
か
り
床
を
持
つ
書
院
へ
同
六
年
に

造
作
さ
れ
た
二
間
×
九
尺
の
文
庫
蔵
が
付
属
し
て
い
た
。
ま
た
隠
居

分
と
し
て
は
'
七
間
×
三
間
の
隠
居
家
、
五
問
×
二
間
の
二
階
土
蔵

や
付
属
建
物
の
造
作
が
同
二
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
へ
　
さ
ら
に
六
(
3
)

尺
×
九
尺
の
文
庫
土
蔵
が
完
成
し
た
の
は
同
一
五
年
で
あ
っ
た
。

「
書
物
目
録
」
　
は
こ
の
隠
居
用
文
庫
蔵
の
完
成
に
と
も
な
っ
て
'
そ

こ
へ
移
し
た
も
の
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
隠
居

分
の
諸
道
異
に
は
、
碁
盤
・
将
棋
盤
へ
　
燭
台
∴
付
灯
四
種
へ
見
台

(
黒
か
き
)
、
硯
箱
(
黒
溜
蒔
絵
な
ど
)
　
四
種
へ
帳
箱
入
・
証
文
入
皮

文
庫
へ
　
机
へ
　
脇
息
へ
　
「
文
庫
蔵
之
内
二
引
出
シ
箱
」
　
と
い
っ
た
文
具

(
2
)

類
が
あ
げ
ら
れ
'
も
っ
て
そ
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
「
書
物
目
録
」
　
の
表
紙
に
は
享
保
一
五
年
一
月
と
あ
る
が
、

[
表
-
]
　
に
示
し
た
よ
う
に
も
　
(
5
0
　
『
朝
鮮
軍
記
』
　
の
前
に
　
「
享
保

十
六
辛
亥
年
」
と
あ
り
、
(
S
)
『
普
救
類
方
』
に
「
享
保
十
七
子
八

月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
「
書
物
目
録
」
　
の

(
-
)
　
か
ら
　
(
2
)
　
ま
で
は
は
ぼ
軍
書
類
が
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
る

な
ど
'
1
定
の
分
類
意
識
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ

(
5
5
)
　
『
朝
鮮
軍
記
』
　
の
あ
と
、
(
S
)
　
『
大
坂
物
語
』
へ
　
(
5
)
　
『
奥
羽

軍
記
』
　
と
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
(
5
0
　
以
降
は
享
保
一

六
年
へ
一
七
年
と
購
入
の
た
び
に
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示

す
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
書
物
の
情
報

こ
の
　
「
書
物
目
録
」
　
と
は
別
に
、
「
庭
草
木
集
」
　
と
題
さ
れ
た
帳

(
2
)

面
が
あ
る
。
そ
の
中
に
　
「
書
物
調
内
覚
」
　
と
題
さ
れ
た
部
分
　
(
五

丁
)
　
が
あ
り
へ
　
さ
ら
に
そ
の
丁
間
に
'
本
体
と
は
紙
質
・
紙
型
の
異

な
る
「
覚
」
　
(
七
丁
)
　
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
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ま
ず
「
書
物
調
内
覚
」
　
の
記
載
を
す
べ
て
示
す
。

書
物
調
内
覚

ヽ

「

　

　

-

一
'
『
(
諸
家
?
)
前
太
平
記
』
古
本
吾
と

一
、
『
風
土
記
』
　
(
S
)
　
二
冊
物
二
而
'
亥
年
直
段
壱
匁
八
分
く
ら

い
、
吉

是
ハ
文
武
天
王
之
代
二
出
ル
、
国
之
郡
郷
へ
　
山
川
原
野
等
之

事
書
也
、
又
ハ
土
草
木
鳥
等
迄
二
至
迄
書
也

ソ

タ

ウ

一
'
『
日
本
紀
』
　
是
ハ
神
代
よ
り
持
統
天
皇
迄

一
'
『
日
本
後
紀
』
　
廿
二
匁
く
ら
い

一
'
『
大
坂
物
語
』
　
　
　
『
難
波
戦
記
』
-
書

一
、
は
い
か
い
本

『
大
害
太
鼓
』
,
『
清
書
帳
』
,
割
引
r
高
根
』
,
『
か
く
れ
笠
』
,

『
け
し
か
の
こ
』
へ
『
住
吉
お
と
り
笠
』
へ
『
巻
は
し
ら
』
へ

『
巻
ひ
し
き
』
,
可
別
田
董
』
,
『
扇
の
的
』
,
『
雀
之
梅
』
,

『
-
る
ま
道
』
、
『
玉
手
箱
』
へ
　
『
田
う
へ
笠
』
、
『
一
の
も
り
』
へ

『
鳥
甲
』
,
『
ゑ
ひ
す
構
』
、
『
御
万
歳
』
,
討
叫
ド
ん
ひ
』
、

ヽ

『
京
ノ
花
』
,
討
掛
旧
置
火
健
』

一
、
『
い
り
わ
り
あ
わ
せ
鏡
』

(
礼
)

一
'
『
甲
ら
ん
記
』
へ
是
ハ
勝
頼
一
代

二
　
『
北
条
五
代
記
』
へ
相
州
小
田
原

l
、
可
掛
粁
太
平
記
』
,
秀
吉
公
チ
ヤ
ウ
セ
ン
ゼ
メ
也
,
五
十
l

冊
へ
　
三
十
五
匁
く
ら
い

ギ
ゴ
シ
r
B
ク

一
'
貌
呉
萄
之
『
三
国
志
』

一
、
『
天
正
武
記
』

l
,
可
副
群
鏡
』
(
8
)

1

.

1

、

i

f

サ

i

?

一
'
『
の
ふ
ど
-
書
』

(
拾
乱
)

一
、
『
日
本
ち
ら
ん
記
』
無
之
由

l
,
可
別
牛
山
医
師
ノ
書
ニ
『
青
草
』
(
3
)
ト
書
本
有
、
是

ハ
小
児
そ
た
て
る
仕
様
也

】
‖
=
l

l
 
t
　
『
春
秋
』
(
8
)
　
と
云
書
ハ
　
壱
冊
へ
　
壱
匁
七
分
-
ら
い
、

聖
人
之
書
へ
稲
麦
五
穀
之
事
、
有
と
な
り

(月)

l
,
頭
封
干
』
(
空
　
是
ハ
子
共
ヲ
そ
た
つ
る
法
,
香
川
牛
山

医
師
之
致
せ
る
書
也

コ

ク

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

イ

一
'
『
国
史
』
、
十
二
冊
十
七
匁
-
ら
い
　
　
聖
人
民
ヲ
ス
ク
イ
ク

マ
ウ
書
也

・
'
'
i
f
c
,

一
'
『
り
や
う
ぶ
神
道
』
　
ノ
書

l
,
ヨ
打
身
の
う
へ
』
　
　
と
云
書
有
、
六
冊
三
匁
く
ら
い

二
『
甲
乱
記
』
へ
勝
頼
公
御
l
代

一
'
『
諸
家
　
前
太
平
記
』
十
五
冊

一
'
『
諸
士
　
高
名
記
』
十
五
冊
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一
'
『
越
後
軍
談
記
』
十
五
冊

一
'
『
九
州
太
平
記
』
十
八
冊

一
'
『
り
や
う
ぶ
神
道
』

(
悲
)

1
、
『
都
こ
ひ
塚
物
語
』
　
　
是
ハ
文
学
上
人
ゆ
ら
い
也

一
'
『
国
姓
爺
御
前
軍
談
』
　
五
冊
物
へ
　
ひ
ら
か
な
ゑ
人
へ
　
出
来

之
書
物

(
空
)

一
'
『
今
源
氏
う
つ
ほ
船
』
五
冊
物
へ
　
ひ
ら
か
な
ゑ
入

一
、
『
源
氏
色
師
枕
』
一
二
冊
物
　
　
□
り
恋
の
歌
ち
ら
し
へ
　
井

二
色
紙
の
絵
ち
ら
し

一
'
『
本
朝
諸
家
高
名
伝
』
十
五
冊
物
へ
　
ひ
ら
か
な
ゑ
入

サ
イ
メ
イ

二
　
『
最
明
寺
殿
入
国
記
』
(
S
)
有
ト
也

一
、
『
知
恵
の
海
』
七
冊
之
由

一
へ
　
『
築
山
之
集
』

'

　

e

 

e

 

s

　

・

・

・

・

l

一
'
『
フ
キ
ウ
ル
イ
法
』
(
」
)

チ
ヤ
ウ
セ
ン

二
　
『
朝
鮮
征
伐
記
』
六
冊

書
物
名
の
-
ス
ト
に
、
書
物
の
内
容
を
は
じ
め
へ
　
「
七
冊
之
由
」

「
ひ
ら
か
な
ゑ
入
」
な
ど
冊
数
や
書
誌
的
情
報
へ
　
さ
ら
に
価
格
や

「
有
卜
也
」
「
無
之
由
」
と
い
う
販
売
情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
　
「
之
由
」
と
い
っ
た
書
き
方
や
「
書
物
調
内
覚
」
と
い
う
表
題

と
も
考
え
あ
わ
せ
る
と
'
こ
れ
は
へ
本
屋
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
情
報

を
書
き
込
ん
だ
覚
書
=
メ
モ
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
に
は
'
「
は
い
か
い
本
」
　
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
二
一
点
を

の
ぞ
い
て
、
三
三
点
の
書
物
名
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
書

物
目
録
」
　
に
一
致
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
書
名
の
あ
と
に
そ
の
番
号

を
記
し
　
(
以
下
同
じ
)
、
[
表
-
]
　
に
も
○
で
示
し
た
が
'
『
身
持
鏡
』

(
8
)
　
を
除
い
て
す
べ
て
　
(
5
0
　
つ
ま
り
享
保
一
七
年
以
降
に
あ
る

(
『
身
持
鏡
』
は
同
名
の
書
も
多
い
か
ら
へ
別
本
か
勘
違
い
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
最
初
の
　
『
前
太
平
記
』
は
「
書
物
日
録
」
の

(
3
)
『
前
太
平
記
』
　
で
は
な
-
'
あ
と
に
重
複
し
て
見
え
る
月
尋
堂

作
『
諸
家
　
前
太
平
記
』
　
の
こ
と
と
考
え
る
)
0

つ
ま
り
へ
　
こ
の
　
「
書
物
調
内
覚
」
は
'
享
保
7
五
年
7
月
に
　
「
書

物
目
録
」
が
い
っ
た
ん
成
立
し
た
の
ち
、
さ
ら
に
追
加
購
入
の
た
め

に
一
応
の
希
望
-
ス
ト
が
作
ら
れ
、
そ
れ
に
本
屋
か
ら
の
情
報
が
書

き
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
'
「
『
風
土
記
』
一
一
冊
物
二
両
へ
　
亥
年

直
段
壱
匁
八
分
-
ら
い
」
と
あ
る
　
「
亥
年
」
と
は
享
保
一
六
年
の
こ

と
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
へ
　
そ
の
う
ち
七
点
に
合
点
(
表
I
で
G
と
記
載
)
　
が
付
さ
れ

て
い
る
の
は
購
入
予
約
の
た
め
か
と
思
わ
れ
る
が
'
実
際
に
購
入
さ

れ
た
の
は
　
(
S
O
『
小
児
必
要
青
草
』
(
g
)
『
た
か
身
の
う
へ
』

(
8
)
『
春
秋
』
な
ど
で
'
合
点
は
な
い
が
　
(
お
そ
ら
く
少
し
後
に
)
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購
入
さ
れ
た
も
の
が
　
　
　
『
大
坂
物
語
』
　
　
　
『
風
土
記
』
(
S
)

『
入
国
記
』
　
(
8
)
　
『
普
救
類
方
』
　
で
あ
っ
た
。
合
点
が
あ
る
の
に
購

入
さ
れ
て
い
な
い
　
『
(
諸
家
)
　
前
太
平
記
』
　
『
の
ふ
ど
-
書
』
　
『
朝
鮮

太
平
記
』
　
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
'
た
と
え
ば
　
『
朝
鮮
太
平
記
』

は
五
1
冊
と
大
部
な
の
で
　
(
S
O
　
『
朝
鮮
軍
記
』
　
に
変
更
さ
れ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

次
に
へ
　
も
う
一
つ
の
　
「
覚
」
は
'
前
半
に
日
本
の
軍
書
や
武
家
物

の
浮
世
草
子
な
ど
五
四
点
を
並
べ
、
後
半
に
は
「
通
俗
物
類
」
と
し

て
'
『
通
俗
三
国
志
』
『
武
王
軍
談
』
な
ど
中
国
の
和
訳
軍
書
1
　
1
点

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
中
国
の
　
「
通
俗
軍
書
」
を
ま
と
め
て
日

本
軍
書
か
ら
分
け
る
の
は
'
当
時
の
　
「
出
版
書
籍
目
録
」
　
で
は
享
保

(s;

一
四
年
版
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
　
「
覚
」
は
'
す
べ
て

書
名
と
冊
数
し
か
記
載
し
な
い
が
'
前
半
の
最
後
に
『
難
波
戦
記
』

が
あ
っ
て
'
こ
れ
に
は
特
別
に
注
記
が
あ
る
。

l
'
『
難
波
戦
記
』
全
村
冊
物

両
陣
ノ
図
人
六
枚
へ
代
金
弐
両
位
へ
右
ハ
随
分
委
細
二
念
入

候
写
本
二
而
御
座
候
へ
委
細
二
無
之
方
ハ
廿
五
匁
位
よ
り

段
々
御
座
候

『
難
波
戦
記
』
　
は
大
坂
の
陣
を
扱
っ
た
軍
書
で
あ
る
が
、
家
康
が

(
2
)

登
場
す
る
こ
と
か
ら
「
禁
書
」
　
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
t
　
に
も
か
か

わ
ら
ず
'
写
本
で
大
量
に
流
布
し
て
い
た
。
こ
の
注
記
に
よ
っ
て
へ

こ
の
　
「
覚
」
が
、
本
屋
か
ら
提
示
さ
れ
た
販
売
用
軍
書
目
録
の
写
し

で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
ま
た
日
本
軍
書
五
四
点
の
う
ち
一

1
点
に
合
点
が
懸
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
目
録
」
　
に
記
載
さ

れ
て
お
り
、
三
点
を
除
い
て
　
(
5
5
)
　
以
降
で
あ
る
こ
と
へ
　
ま
た
そ
れ

ら
が
　
「
書
物
調
内
覚
」
　
と
重
な
ら
な
い
こ
と
は
　
(
義
-
参
照
)
へ
　
新

た
に
購
入
予
定
の
も
の
に
合
点
を
懸
け
へ
　
そ
れ
ら
を
購
入
し
た
結
果

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
お
よ
そ
、
こ
の
　
「
覚
」
も
ま
た
「
書
物

調
内
覚
」
と
は
ぼ
同
時
期
に
同
じ
よ
う
な
事
情
で
成
立
し
た
も
の
で
'

同
じ
本
屋
だ
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

で
は
そ
れ
は
ど
こ
の
本
屋
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ

ろ
直
接
的
に
示
す
史
料
は
な
い
。
手
が
か
り
の
一
つ
は
、
『
朝
鮮
太

平
記
』
　
五
一
冊
が
三
五
匁
へ
　
『
た
か
身
の
う
へ
』
　
六
冊
が
三
匁
な
ど

安
価
で
'
か
な
り
草
臥
れ
た
古
本
を
売
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
だ
か
ら
少
し
ま
L
で
あ
れ
ば
「
『
(
諸
家
)
前
太
平
記
』
古

本
吉
と
」
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

も
う
一
つ
は
'
や
や
後
に
な
る
が
'
矩
長
の
大
福
帳
で
、
た
と
え

ば
寛
保
二
年
(
一
七
四
二
)
十
二
月
に
「
古
本
」
購
入
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

620

一
、
八
匁
四
分

古
本
十
四
冊
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一
、
八
匁

二
弐
匁
五
分

二
十
二
匁
　
四
百
文

た
は
こ
入
八
つ

あ
こ
嶋
本
壱
冊

け
い
こ
代

(
太
閤
)

一
'
『
大
こ
う
記
』
(
2
)

(鑑)

7
、
『
江
戸
鏡
』
(
S
)

本
や
出
雲
寺

『
大
学
』
斗

〆
三
十
匁
九
分

前
後
の
記
事
か
ら
こ
の
時
矩
長
は
在
村
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
江
戸
の
本
屋
が
行
商
に
来
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
が
、
「
た
は
こ
入
」
　
な
ど
小
間
物
を
も
商
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
い

え
ば
'
長
安
が
甲
府
の
本
屋
に
赴
い
た
か
へ
　
そ
の
行
商
と
考
え
る
こ

(
8
}

と
も
で
き
よ
う
。

3
'
江
戸
・
京
都
の
書
津

江
戸
や
京
都
の
書
韓
と
の
交
渉
を
示
す
史
料
も
あ
る
。

(S3

一
つ
は
'
享
保
五
年
八
月
の
　
「
万
覚
日
記
」
　
で
あ
る
。

こ
れ
は
さ

ま
ざ
ま
な
内
容
の
覚
書
で
あ
る
が
へ
　
そ
の
l
 
T
に
　
『
せ
い
す
い
記
』

以
下
の
書
名
が
あ
っ
て
'
「
有
所
へ
　
日
本
橋
本
や
出
雲
寺
」
　
と
い
う

注
記
が
あ
る
。

二
　
『
せ
い
す
い
記
』
　
(
6
)

一
'
『
平
治
物
語
』
　
(
5
)

二
　
『
平
家
物
語
』
　
(
7
)

(
赤
穂
)

一
、
『
あ
こ
う
記
』
(
2
)

『
福
寿
年
代
記
』
(
S
O

モ
　
シ
　
ヲ
ク
サ

『
藻
塩
草
』

有
所
日
本
橋

書
名
の
う
ち
　
『
江
戸
鏡
』
　
は
'
「
書
物
目
録
」
　
で
は
　
「
享
保
武
鑑

是
ハ
江
戸
鏡
也
」
(
3
)
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
'
『
武
鑑
』
は

元
禄
期
ま
で
は
『
江
戸
鑑
』
と
題
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
購
入
前
に

『
江
戸
鏡
』
　
と
書
か
れ
て
い
て
も
不
恩
議
で
は
な
い
。
ま
た
へ
　
書
津

出
雲
寺
は
幕
府
の
御
用
書
物
師
と
し
て
後
に
こ
の
　
『
武
鑑
』
を
独
占

販
売
す
る
こ
と
に
な
る
が
'
こ
の
頃
で
も
'
歴
史
・
軍
書
や
和
歌

(,?:I

書
・
故
実
書
な
ど
で
有
力
な
書
韓
で
あ
り
'
長
安
は
こ
れ
ら
の
書
物

を
'
江
戸
日
本
橋
の
書
津
出
雲
寺
で
購
入
す
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
武
士
と
し
て
江
戸
に
(
2
3
)

居
住
す
る
親
戚
に
依
頼
し
た
り
'
自
ら
江
戸
に
出
る
機
会
も
あ
っ
た
。

二
つ
は
、
享
保
六
年
二
月
「
西
国
順
礼
・
参
宮
・
太
々
御
神
楽
時
へ

(
3
)

万
覚
日
記
」
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
安
が
同
村
・
隣
村
の
六
人
の
仲

間
と
と
も
に
へ
　
伊
勢
御
師
久
保
倉
但
馬
を
通
じ
て
御
神
楽
を
奉
納
す

る
た
め
に
参
宮
し
、
そ
の
ま
ま
さ
ら
に
西
国
順
礼
を
お
こ
な
っ
て
京

都
に
も
滞
在
し
た
時
の
帳
面
で
あ
る
が
'
そ
の
中
に
　
「
京
都
二
而
可

調
物
之
覚
」
と
い
う
買
物
-
ス
ト
が
あ
り
へ
漆
器
椀
な
ど
大
量
の
土

産
物
と
と
も
に
へ
　
次
の
よ
う
な
書
物
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
　
『
せ
い
す
い
記
』
　
(
6
)
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『
く
み
ん
妙
薬
種
』

l
'
『
福
寿
年
代
記
』
　
(
3
)

『
調
法
記
』
(
S
)

二
　
『
平
治
物
語
』
　
(
5
)

一
'
『
あ
こ
う
記
』
(
2
)

一
'
『
大
こ
う
記
』
(
3
)

一
'
『
江
戸
鏡
』
(
ォ
)

一
'
『
王
代
記
』
(
-
)

一
'
「
諸
ゑ
ず
」
/
"
C
0
-
0
5
f
¥
-
,
¥

一
、
『
万
年
暦
』
(
S
o
-
)

そ
の
内
容
は
前
年
の
覚
書
と
六
点
が
重
な
る
。
江
戸
で
購
入
す
る

予
定
が
変
更
さ
れ
'
京
都
で
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
へ
結
局

ほ
ぼ
す
べ
て
が
購
入
さ
れ
て
'
享
保
一
五
年
「
書
物
目
録
」
　
に
記
載

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
　
(
表
-
参
照
)
0

(S)

三
つ
に
、
享
保
一
六
年
七
月
　
「
京
都
買
物
覚
帳
」
。
こ
れ
は
へ
　
そ

の
奥
書
に
「
右
之
通
り
払
方
少
も
相
違
無
御
座
候
」
と
あ
っ
て
'
飯

島
弥
兵
次
か
ら
依
田
民
部
(
長
安
)
　
へ
宛
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も

親
戚
の
飯
島
弥
兵
次
(
孫
娘
の
嫁
ぎ
先
が
八
幡
南
村
の
飯
島
官
治
)

が
伊
勢
参
宮
し
た
際
に
'
長
安
か
ら
依
頼
さ
れ
た
買
物
の
勘
定
報
告

で
あ
る
　
(
総
額
は
銀
五
一
七
匁
余
に
な
る
)
O
　
こ
の
中
に
や
は
り
七

部
の
書
物
が
含
ま
れ
'
値
段
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(

評

判

)

二
　
五
匁
五
分
　
　
　
『
太
平
記
ひ
や
う
は
ん
』

一
'
弐
匁
八
分

一
'
壱
匁
七
分

一
'
壱
匁
五
分

一
'
弐
匁
七
分

一
、
三
匁
弐
分

(
　
保
　
元
　
)
　
　
　
　
　
(
治
)

『
ほ
う
け
ん
・
平
次
物
語
』

『
玉
へ
ん
』
(
胡
)

『
伊
呂
は
い
ん
』
(
雑
)

『
年
代
記
』
『
大
さ
つ
書
』

(

養

生

訓

)

『
よ
う
し
や
う
-
ん
』
□

622

(
中
略
)

l
'
弐
匁
四
分
　
　
　
『
江
戸
か
ゞ
み
』

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
書
物
で
　
「
書
物
目
録
」
　
に
対
応
し
そ
う
な
も

の
も
あ
る
が
、
『
ほ
う
け
ん
・
平
次
物
語
』
　
は
　
「
目
録
」
　
で
は
合
本

で
は
な
-
二
部
0
.
m
)
へ
　
『
太
平
記
ひ
や
う
は
ん
』
は
価
格
か
ら

考
え
て
「
目
録
」
　
の
『
太
平
記
』
二
一
巻
(
2
)
　
で
は
な
い
な
ど
、

こ
れ
ら
は
長
安
の
蔵
書
で
は
な
-
本
家
分
を
補
充
す
る
た
め
に
購
入

し
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

(S)

四
つ
に
、
享
保
l
二
年
四
月
「
買
物
跳
物
控
帳
　
鶴
田
氏
」
が
あ

る
。
こ
の
時
鶴
田
治
兵
衛
(
長
安
の
妻
の
父
)
　
は
矩
長
と
と
も
に
伊

勢
参
宮
・
上
洛
し
て
い
た
が
、
こ
の
帳
の
内
容
を
見
る
と
'
京
都
で

生
糸
の
販
売
な
ど
商
用
も
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

帳
に
も
　
以
下
の
よ
う
な
書
名
が
あ
る
。

一
'
『
太
平
記
』
一
過
　
六
角
通
御
幸
町
西
へ
入
ル
小
川
太
左
衛
門
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△
代
弐
拾
三
匁
六
分

(王)

l
'
『
大
代
記
』
一
通

△
代
六
匁

二
　
『
名
尽
』
一
通

△
代
三
匁
五
分

一
、
『
古
暦
』
一
通

△
代
壱
匁
四
分

一
、
『
喰
物
本
尊
』

△
代
壱
匁
七
分

同
人

同
人

同
人

同
人

(
中
略
)

一
'
△
拾
匁
七
分

一
、
△
壱
匁
七
分

(
中
略
)

一
、
△
九
分

一
、
△
壱
匁
三
分

(
中
略
)

一
'
三
匁
五
分

一
'
五
匁
四
分

、

*

r

u

'

-

.

『
よ
し
つ
ね
-
ん
こ
う
記
』
　
l
通

「
日
本
ゑ
ず
」

1

'

M

・

・

　

t

『
し
ゃ
く
そ
お
う
ら
い
』
壱
冊

i
-
ォ
　
V
>
　
捕
,

『
諸
だ
ら
に
き
う
』
壱
冊

丈
(
鶴
田
丈
右
衛
門
)
本
代

(

8

)

『
男
せ
つ
　
用
』
『
万
□
せ
　
つ
　
用
』
『
小

'

蝣

#

.

う
た
い
』
『
ち
ゃ
う
ほ
う
き
』

「
『
太
平
記
』
一
通
」
と
あ
る
の
は
、
価
格
か
ら
見
て
へ
全
二
一
巻

一
揃
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
新
本
の
価
格
で
あ
る
。

「
丈
本
代
」
　
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
も
　
鶴
田
丈
右
衛
門
　
(
治
兵
衛
の
子

で
長
安
の
娘
婿
)
　
の
た
め
の
買
物
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
帳
の
前
半

部
は
立
ち
寄
っ
た
店
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
お
り
へ
　
冒
頭
の
　
「
小
川
太

左
衛
門
」
は
貝
原
益
軒
著
作
を
独
占
販
売
し
た
書
韓
柳
枝
軒
茨
城
屋

で
あ
る
　
(
後
半
部
は
単
品
ご
と
で
'
店
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
記
載
さ

れ
て
い
な
い
)
。
江
戸
の
出
雲
寺
と
い
い
、
京
都
の
柳
枝
軒
と
い
い
、

し
か
る
べ
き
書
津
が
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の
情
報
の
質
を
示

し
て
い
る
。

長
安
の
場
合
は
、
享
保
六
年
以
外
に
も
正
徳
三
年
・
享
保
一
四
年

に
伊
勢
参
宮
を
お
こ
な
っ
て
お
り
へ
　
ま
た
秩
父
順
礼
・
坂
東
順
礼
・

信
濃
善
光
寺
参
詣
・
出
羽
湯
殿
山
参
詣
な
ど
へ
も
数
年
に
1
度
出
か

け
て
い
る
。
普
通
の
百
姓
に
と
っ
て
'
伊
勢
参
宮
・
西
国
順
礼
な
ど

は
一
生
に
一
度
-
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
'
長
安
や
治
兵
衛

と
い
っ
た
階
層
に
と
っ
て
は
'
商
用
で
赴
い
た
り
'
こ
の
よ
う
に
代

参
す
る
親
戚
や
知
人
へ
　
伊
勢
講
仲
間
に
依
頼
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

「
地
方
読
者
」
　
に
つ
い
て
は
へ
　
武
士
階
層
の
場
合
へ
　
城
下
町
の
本

屋
の
ほ
か
に
、
参
勤
交
代
の
供
奉
、
御
用
商
人
や
藩
の
儒
者
に
よ
る

取
次
な
ど
に
よ
っ
て
三
部
の
書
韓
と
の
交
渉
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
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(S)

こ
と
を
別
稿
で
指
摘
し
た
が
へ
長
安
ら
の
場
合
に
は
西
国
巡
礼
な
ど

が
参
勤
交
代
の
か
わ
り
を
し
て
い
る
こ
と
へ
　
藩
儒
の
取
次
な
ど
は
み

ら
れ
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
よ
う
な
入
手

方
法
は
、
村
落
上
層
に
限
ら
れ
、
村
落
中
下
層
に
そ
の
条
件
は
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
読
者
階
層
の
広
が
り
が
ま
だ
み

え
な
い
と
こ
ろ
に
へ
　
こ
の
時
期
の
地
方
城
下
町
本
屋
が
な
す
安
定
的

に
発
展
で
き
な
い
原
因
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

4
'
蔵
書
構
成
の
特
徴

享
保
一
五
年
の
　
「
書
物
目
録
」
と
一
六
年
頃
の
　
「
書
物
調
内
覚
」

な
ど
か
ら
へ
長
安
の
蔵
書
構
成
の
特
徴
を
み
て
お
-
。

第
l
に
へ
　
そ
の
多
様
性
・
体
系
性
の
問
題
。
「
書
物
目
録
」
　
に
見

え
る
六
四
部
は
'
儒
書
へ
漢
詩
文
へ
文
芸
書
(
浮
世
草
子
・
随
筆
な

ど
)
へ
　
歴
史
書
・
軍
書
へ
　
辞
書
・
事
典
、
実
用
書
　
(
重
宝
記
)
へ
　
医

学
・
本
章
・
養
生
書
へ
　
農
業
書
へ
　
趣
味
　
(
料
理
・
立
花
)
へ
　
武
鑑
な

ど
へ
　
ほ
ぼ
全
分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
蔵
書
の
多
様
性
と

体
系
性
は
'
大
坂
周
辺
村
落
の
庄
屋
層
の
蔵
書
と
比
べ
て
少
し
も
遜

色
が
な
い
。
ま
た
、
(
-
)
-
(
2
)
　
の
歴
史
書
・
軍
書
へ

の
漢
詩
文
、
(
3
)
-
(
3
)
　
の
辞
書
・
事
典
な
ど
'
「
書
物

目
録
」
　
(
5
g
)
　
ま
で
の
配
列
に
は
'
一
定
の
分
類
意
識
も
認
め
ら
れ

る
。
さ
ら
に
も
儒
書
は
『
四
書
』
だ
け
へ
農
業
書
は
『
農
業
全
書
』
　
似

だ
け
、
『
節
用
集
』
『
重
宝
記
』
も
一
部
づ
つ
で
'
隠
居
分
を
分
割
す

る
に
あ
た
っ
て
、
最
低
限
の
体
系
性
を
持
た
せ
る
こ
と
が
意
識
的
に

行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
ま
で
思
わ
せ
る
。

な
お
、
俳
譜
も
『
前
句
付
書
』
　
(
3
)
　
1
点
の
み
で
あ
る
が
、
「
書

物
調
内
覚
」
　
に
は
「
は
い
か
い
書
」
が
二
l
点
も
あ
が
り
'
そ
の
う

ち
五
点
に
は
合
点
が
付
い
て
い
る
か
ら
、
本
来
は
も
っ
と
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
家
産
」
た
る
べ
き
「
書
物
」
と

は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
'
蔵
書
形
成
に
あ
た
っ
て
の
長
安
の
個
性
・
主
体
性
の
問

題
。
「
目
録
」
　
に
軍
書
・
史
書
が
二
一
点
と
全
体
の
三
分
一
も
あ
る

こ
と
。
享
保
一
六
年
に
　
「
書
物
調
内
覚
」
　
「
覚
」
　
な
ど
で
　
『
奥
羽
軍

記
』
『
朝
鮮
軍
記
』
　
の
は
か
へ
　
『
日
本
紀
』
『
日
本
後
記
』
　
な
ど
の
史

書
へ
西
鶴
・
月
尋
堂
な
ど
の
武
家
物
の
浮
世
草
子
な
ど
が
検
討
さ
れ
、

ま
と
ま
っ
て
購
入
さ
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
は
不
要
に
な
っ
た
本
の
売

却
な
ど
'
か
な
り
主
体
的
・
意
識
的
に
蔵
書
が
選
択
・
補
充
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
た
分
野
へ
の
強
い
関
心
は
'
「
牢
人
」

と
し
て
の
身
分
意
識
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
　
(
後
述
)
0

書
物
入
手
の
機
会
が
か
な
ら
ず
L
も
日
常
的
に
確
保
さ
れ
て
お
ら

ず
へ
　
し
か
も
草
臥
れ
た
「
古
本
」
　
で
あ
る
と
し
て
も
ち
　
そ
う
し
た
不
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便
さ
を
へ
販
売
目
録
を
写
し
た
り
'
本
屋
か
ら
積
極
的
に
情
報
収
集

を
行
っ
た
り
、
西
国
巡
礼
の
前
に
計
画
的
に
購
入
-
ス
ト
を
作
成
す

る
と
い
っ
た
こ
と
で
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
へ
　
こ
の
よ
う
に
個
性
的
な

蔵
書
を
形
成
し
え
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
'
鶴
田
治
兵
衛
の
　
「
買
物
挑
帳
」
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ

う
に
'
他
の
諸
家
も
似
た
よ
う
な
蔵
書
構
成
を
も
っ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
寛
延
元
年
の
　
「
家
産
目
録
」
　
の
注
記
(
義
-
)
　
か
ら

は
'
鶴
田
丈
右
衛
門
に
『
平
家
物
語
』
が
貸
さ
れ
て
い
る
ほ
か
へ
近

村
の
親
戚
な
ど
へ
も
貸
し
出
さ
れ
て
お
り
へ
　
貸
借
の
広
が
り
が
窺
え

る
。
ま
た
へ
　
長
安
の
孫
で
あ
る
熊
弥
太
に
'
『
四
書
』
以
下
へ
　
儒

書
・
漢
詩
文
・
道
徳
書
・
農
書
な
ど
が
一
揃
い
貸
し
出
さ
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
階
層
の
教
育
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

三
　
読
書
と
家
訓

I
へ
　
「
庭
草
木
集
」
　
-
　
読
書
ノ
ー
ト

長
安
は
こ
れ
ら
の
書
物
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
か
。

長
安
の
読
書
記
録
「
庭
草
木
集
」
　
に
は
'
『
徒
然
草
』
『
国
名
風
土

記
』
　
『
沙
石
集
』
　
『
武
道
伝
来
記
』
　
『
近
士
武
道
三
国
志
』
　
『
農
業
全

書
』
な
ど
を
読
ん
だ
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
読
書
ノ
ー

ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
す
べ
て
彼
の
蔵
書
-
「
書
物
目
録
」

に
存
在
す
る
。
量
的
に
は
『
沙
石
集
』
と
『
近
士
武
道
三
国
志
』
が

多
い
が
、
記
載
の
仕
方
に
は
、
い
-
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

①
複
写
型
1
気
に
入
っ
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
お
-
も
の
で
'

『
徒
然
草
』
な
ど
教
訓
的
な
文
章
の
抜
粋
が
多
い
。

②
索
引
型
-
軍
書
や
歴
史
書
な
ど
の
中
に
雑
学
的
・
断
片
的
知
識
を

見
出
し
た
と
き
や
、
気
に
入
っ
た
逸
話
や
文
章
が
あ
っ
た
時
に
、
そ

れ
を
索
引
的
に
メ
モ
す
る
も
の
。
た
と
え
ば
『
国
名
風
土
記
』
　
で

「
八
丁
目
へ
　
神
宮
皇
后
夷
国
追
伐
ノ
様
ハ
'
筑
紫
筑
後
国
高
良
ノ
縁

起
ニ
ア
-
ト
也
」
　
や
、
『
沙
石
集
』
　
で
　
「
三
之
巻
下
二
厳
融
坊
之
所

(

請

)

　

(

学

者

)

　

　

　

　

　

　

(

知

者

)

こ
ち
　
ヲ
モ
シ
ロ
キ
ハ
ナ
シ
へ
　
ガ
ク
シ
ャ
ハ
ア
レ
ド
モ
、
チ
シ
ャ
ハ
ナ

シ
ト
」
と
い
っ
た
類
。

③
要
約
型
-
浮
世
草
子
や
説
話
集
な
ど
で
も
　
物
語
の
粗
筋
を
要
約
す

(S)

る
も
の
。
『
近
士
武
道
三
国
志
』
　
に
つ
い
て
は
へ
　
全
一
〇
巻
の
う
ち

九
巻
ま
で
各
巻
・
章
ご
と
に
詳
細
な
要
約
が
作
ら
れ
て
い
る
。
蔵
書

と
し
て
所
持
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
ま
で
丁
寧
に
記
録
し

た
の
は
'
よ
ほ
ど
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
'

④
短
評
型
-
同
じ
く
草
子
類
で
も
短
評
を
記
す
も
の
。
た
と
え
ば
へ

西
鶴
の
　
『
武
道
伝
来
記
』
　
で
「
四
之
巻
へ
太
夫
格
子
二
立
石
ノ
男
之

事
へ
　
ヨ
キ
カ
タ
キ
ウ
チ
」
　
「
同
巻
へ
　
誰
捨
子
ノ
仕
合
へ
　
無
能
キ
ヤ
ウ

ゲ
ン
也
」
　
の
よ
う
に
'
「
良
き
敵
討
ち
」
「
能
無
き
狂
言
」
あ
る
い
は

625



一橋論叢　第134巻　第4号　平成17年(2005年) 10月号(108)

「
面
白
き
敵
討
ち
」
「
狂
言
に
良
し
　
(
物
語
と
し
て
面
白
い
)
」
な
ど
。

こ
の
よ
う
な
読
書
ノ
ー
ト
と
し
て
は
、
他
に
河
内
国
大
力
塚
の
河

内
屋
可
正
に
よ
る
「
可
正
雑
記
」
や
下
総
国
佐
原
の
伊
能
景
利
に
よ

る
「
千
代
古
見
知
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
'
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
①

で
あ
り
へ
　
「
庭
草
木
集
」
　
は
②
③
④
を
多
用
す
る
点
で
特
色
を
持
つ
。

「
千
代
古
見
知
」
　
は
さ
ら
に
神
書
・
仏
書
な
ど
で
分
類
も
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
読
書
ノ
ー
ト
の
存
在
は
、
彼
ら
の
読
書
が
へ
　
た
ん
に
娯
楽

と
し
て
の
読
書
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
有
用
な
　
(
必
ず
し
も
実
用

的
と
は
限
ら
な
い
が
)
知
識
と
し
て
記
憶
し
'
ま
た
そ
れ
を
教
訓
化

し
て
生
か
そ
う
と
す
る
　
(
知
的
読
書
)
　
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

(
一
)
　
「
依
田
家
訓
身
持
鑑
」
　
第
五
条
は
'
「
一
'
礼
儀
を
垂
-
す

べ
し
」
と
し
て
、
主
従
上
下
の
差
別
へ
　
父
母
へ
の
孝
行
へ
　
主
人
へ
の

忠
孝
へ
　
長
幼
の
序
、
兄
弟
伯
父
叔
母
へ
の
礼
儀
な
ど
を
説
-
が
、
兄

弟
の
礼
儀
に
関
わ
っ
て
北
条
泰
時
の
逸
話
が
引
か
れ
る
。

626

北
条
武
蔵
守
泰
時
ハ
、
男
女
兄
弟
多
キ
惣
領
成
ゆ
へ
へ
譲
補
分

ケ
の
注
文
、
二
位
の
禅
尼
是
を
泰
時
に
渡
さ
る
'
泰
時
則
所
領

ハ
上
田
之
処
を
舎
弟
妹
達
に
渡
シ
、
自
分
ハ
白
田
(
畠
)
　
の
所

を
と
り
、
器
財
雑
具
も
宜
数
を
バ
分
チ
あ
た
へ
'
所
用
な
き
物

を
少
シ
取
捨
へ
ハ
'
兄
弟
む
つ
ま
し
-
、
諸
大
名
と
も
に
忠
孝

2
、
「
依
田
家
訓
身
持
鑑
」
な
ど
-
家
訓
化

「
依
田
家
訓
身
持
鑑
」
は
全
四
〇
条
、
「
他
我
身
徒
然
物
語
」
は
全

九
九
条
の
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
父
母
へ
の
孝
行
へ
礼
儀
、
夫
婦
の

道
、
家
職
出
精
へ
　
正
直
へ
　
倹
約
、
工
夫
・
才
覚
と
い
っ
た
'
(
家
)

(
8
)

の
維
持
の
た
め
の
'
い
わ
ゆ
る
(
通
俗
道
徳
)
　
に
満
ち
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
'
彼
の
経
験
的
知
恵
で
あ
る
が
'
さ
ま
ざ
ま
な
「
金
言
」
や
'

書
物
か
ら
の
豊
富
な
引
用
に
も
と
づ
い
て
文
章
化
さ
れ
て
い
る
。
い

-
つ
か
特
徴
的
な
例
を
あ
げ
る
。

い
た
し
'
諸
国
百
姓
等
迄
も
戸
さ
1
ぬ
世
と
聞
伝
へ
る
'
泰
時

の
こ
と
く
欲
に
は
な
れ
て
ハ
、
兄
弟
他
人
も
む
つ
ま
し
か
る
べ

き
也

こ
の
逸
話
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
だ
が
'
文
章
表
現
の
共
通

性
か
ら
み
て
'
蔵
書
(
9
)
　
に
あ
る
『
北
条
九
代
記
』
巻
六
の
「
武

(ァ)

蔵
守
泰
時
廉
直
」
が
引
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

故
陸
奥
守
義
時
の
遺
跡
荘
園
の
事
、
武
蔵
守
泰
時
は
練
領
職
な

り
'
誰
か
兎
角
の
沙
汰
に
及
ぶ
べ
き
。
男
女
に
付
き
て
兄
弟
多

じ

う

、

つ

ル

り

く
~
お
は
し
け
る
に
'
譲
補
分
の
注
文
あ
り
。
二
位
禅
尼
是
を
泰

時
に
渡
さ
れ
「
若
こ
の
注
文
の
表
に
付
き
て
所
存
あ
ら
ば
'
子

細
を
申
さ
る
べ
し
」
と
ぞ
触
れ
ら
れ
け
る
。
兄
弟
の
問
へ
注
文
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に
任
せ
奉
る
'
更
に
異
議
な
き
由
返
事
あ
り
。
泰
時
即
ち
所
領
、

b
L
い
_
 
・
1
.

荘
園
は
肥
脱
の

地
を
ば
舎
弟
妹
達
に
渡
さ
れ
'
自
分
は

白
田
を
取
り
、
器
財
雑
具
も
宜
き
を
分
与
へ
て
、
所
用
な
き
物

ど
も
少
を
取
り
た
ま
へ
ば
へ
　
(
中
略
)
二
位
禅
尼
の
仰
に
、
「
嫡

子
繰
領
職
の
所
分
至
て
少
し
。
物
の
数
に
も
あ
ら
ず
候
。
是
は

如
何
な
る
事
な
ら
ん
」
と
問
ひ
給
ふ
。
泰
時
申
さ
れ
け
る
や
う
う

「
関
東
の
執
権
を
承
る
身
は
'
所
領
の
事
さ
の
み
に
欲
深
-
壁

ふ

ぴ

ん

　

　

い

た

は

み
申
す
べ
き
事
な
ら
ず
'
只
今
舎
弟
共
を
不
敏
し
て
痛
り
存
ず

る
計
に
て
候
」
と
申
さ
れ
L
に
'
二
位
禅
尼
其
志
を
感
じ
て
涙

に
咽
び
給
ひ
け
り
。
凡
禍
は
足
る
事
を
知
ら
ざ
る
よ
り
大
な
る

は
な
く
へ
　
(
中
略
)
　
欲
少
う
し
て
足
る
事
を
知
る
者
は
心
や
す

く
し
て
も
　
恥
辱
に
遠
る
。
(
中
略
)
　
泰
時
こ
の
理
を
思
得
て
'

廉
直
を
行
は
れ
し
か
ば
へ
兄
弟
一
族
白
和
睦
し
、
権
威
高
-
輝

き
て
、
諸
国
悉
-
帰
服
L
へ
　
太
平
の
徳
を
達
し
-
し
給
ひ
け
ん

実
線
部
は
そ
の
ま
ま
の
引
用
へ
破
線
部
は
お
お
よ
そ
の
意
が
取
ら
れ

ひ

い

う

て
い
る
。
「
肥
脱
の
地
」
を
　
「
上
田
之
処
」
と
し
へ
　
「
荘
園
」
を
使
わ

ず
　
「
諸
大
名
」
　
「
諸
国
]
百
姓
」
　
を
使
う
な
ど
時
代
に
合
わ
せ
た
用
語

の
変
更
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
軍
書
か
ら
の
引
用
は
他
に
も
多
い
。
第
一
一
条
に
は
'

青
砥
左
衛
門
藤
綱
が
五
〇
文
で
松
明
を
購
入
し
て
十
文
銭
を
探
し
た

逸
話
を
引
用
し
て
'
「
世
上
之
費
無
之
様
に
い
た
し
'
仮
初
に
も
簡

略
い
た
さ
ざ
る
や
う
に
常
々
身
鉢
を
持
へ
し
」
(
無
駄
は
省
-
べ
き

だ
が
'
必
要
な
も
の
ま
で
省
略
し
な
い
)
　
こ
と
の
幡
え
と
し
、
第
一

三
条
で
は
、
「
賓
福
ハ
莫
大
の
賢
に
も
よ
ら
ざ
る
も
の
欺
、
-
貧
福

ハ
皆
前
生
の
因
果
な
れ
バ
非
道
を
慎
事
尤
也
」
(
結
果
は
し
ょ
う
が

な
い
が
勤
勉
賢
明
に
努
力
す
べ
L
へ
　
非
道
な
致
富
は
し
な
い
)
　
と
し

て
、
仏
典
に
あ
る
「
利
軍
支
」
　
の
逸
話
を
引
-
。
ま
た
第
一
四
条
で

は
'
北
条
泰
時
が
明
恵
上
人
に
天
下
安
民
の
こ
と
を
問
う
た
逸
話
を

引
い
て
治
者
の
　
「
無
欲
」
を
説
き
へ

天
下
国
家
さ
へ
大
守
壱
人
の
御
心
二
依
テ
太
平
に
成
と
聞
伝
ふ
'

況
ヤ
在
々
の
者
へ
大
家
に
て
も
小
家
に
て
も
、
家
主
壱
人
無
欲

に
な
ら
ハ
'
其
家
ま
っ
た
-
繁
盛
す
べ
L

と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
逸
話
は
、
同
様
に
文
章
表
現
を
検
討

(
5
)

す
れ
ば
'
い
ず
れ
も
『
太
平
記
』
巻
三
五
の
　
「
北
野
通
夜
物
語
事
」

か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
義
時
の
所
領

分
与
の
逸
話
も
記
さ
れ
て
い
る
が
'
前
述
し
た
よ
う
に
文
章
と
し
て

は
『
北
条
九
代
記
』
が
一
致
す
る
。

『
太
平
記
』
　
も
　
『
北
条
九
代
記
』
　
も
こ
う
し
た
逸
話
を
治
国
レ
ベ

ル
の
　
「
仁
政
」
　
論
と
し
て
語
っ
て
い
る
の
だ
が
'
そ
れ
を
　
「
況
ヤ

在
々
の
者
、
大
家
に
て
も
中
家
に
て
も
、
家
主
」
　
の
問
題
と
し
て
'
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(
家
)
　
の
レ
ベ
ル
の
　
(
通
俗
道
徳
)
　
に
転
換
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、

長
安
の
　
(
読
み
)
が
あ
る
。

な
お
第
1
三
条
に
引
か
れ
た
、
仏
弟
子
の
　
「
利
軍
支
」
が
七
日
間

托
鉢
し
て
も
食
を
得
ら
れ
ず
餓
死
し
た
の
は
、
前
世
で
母
を
餓
死
さ

せ
た
因
果
で
あ
る
と
い
う
逸
話
は
'
『
沙
石
集
』
　
巻
一
に
も
あ
り
へ

長
安
が
そ
れ
を
読
ん
だ
こ
と
は
、
「
庭
草
木
集
」
　
に
、

ム

ノ

ツ

ト

ヒ

二
壱
ノ
巻
下
ノ
巻
「
神
明
道
心
賢
給
ノ
事
」
之
所
二
へ

リ

グ

ン

シ

利
軍
支
前
生
之
事
有

と
あ
る
こ
と
で
わ
か
る
が
、
文
章
表
現
か
ら
い
え
ば
長
安
は
『
太
平

記
』
を
採
っ
て
い
る
。
第
一
一
・
一
四
条
に
倣
っ
た
と
も
い
え
る
が
'

第
五
条
で
は
逆
に
　
『
太
平
記
』
　
を
採
ら
ず
'
『
北
条
九
代
記
』
　
を
引

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
正
直
・
勤
勉
に
努
力
す
べ
L
と
い
う
長
安
に

と
っ
て
へ
　
こ
の
逸
話
を
「
浄
土
菩
提
ヲ
コ
ヒ
願
フ
ベ
シ
」
と
仏
教
的

教
戒
に
し
て
し
ま
う
『
沙
石
集
』
　
の
　
(
読
み
)
が
嫌
わ
れ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
か
。

斯
ル
因
縁
ナ
レ
バ
'
宜
銭
モ
'
難
二
達
へ
苦
ア
ル
事
モ
'
皆
我

ガ
苦
ノ
答
也
、
世
ヲ
モ
人
ヲ
モ
恨
ベ
カ
ラ
ズ
'
只
我
心
ヲ
恥
シ

メ
テ
、
今
ヨ
リ
後
へ
答
ナ
ク
罪
ナ
キ
身
ト
ナ
リ
テ
'
浄
土
菩
提

ヲ
コ
ヒ
願
フ
ベ
シ

同
じ
物
語
が
異
な
っ
た
(
読
み
)
と
教
訓
を
示
す
場
合
へ
　
そ
こ
に
読

者
の
選
択
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

628

(
二
)
第
二
二
条
は
'
家
職
と
し
て
の
農
業
の
心
構
え
を
説
く
。

一
'
農
大
ハ
耕
作
の
事
精
-
勤
べ
L
へ
上
古
賢
君
明
王
ハ
農

業
を
重
ン
L
へ
自
ラ
大
臣
の
ひ
き
ひ
て
春
の
始
田
に
出
給
ひ

て
'
手
づ
か
ら
農
具
を
取
り
、
田
を
撃
初
給
ひ
し
と
也
、

是l

を
薄
田
と
言
ふ
て
、
政
の
初
と
し
給
へ
り
と
、
依
テ
其
後
天

下
万
民
春
の
耕
を
始
と
言
り
、
生
養
の
道
ハ
耕
作
を
以
始
と

し
根
本
と
す
政
也
へ
農
業
の
道
か
る
か
ら
す
へ
当
世
ハ
農
業

を
卑
も
の
と
恩
ひ
と
も
へ
　
さ
に
ハ
あ
ら
ず
へ
　
た
と
へ
卑
事
に

も
せ
よ
、
其
家
の
家
職
な
ら
バ
'
心
力
を
つ
く
し
は
げ
む
ベ

L
へ
然
共
耕
地
に
ハ
心
得
多
あ
る
べ
し
、
ま
づ
農
大
は
我
が

身
上
の
分
限
を
は
か
り
て
田
畑
作
る
べ
し
、
(
後
略
)

こ
れ
は
へ
宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』
巻
之
一
「
農
事
緒
論
」
　
の
ま

C
m
)

さ
に
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

そ
れ
農
大
耕
作
の
事
、
其
理
り
至
り
て
探
し
。
稲
を
生
ず
る

物
は
天
也
。
是
を
養
ふ
も
の
は
地
な
り
。
人
は
中
に
ゐ
て
天
の

気
に
よ
り
土
地
の
宜
き
に
順
ひ
も
時
を
以
て
耕
作
を
つ
と
む
。

も
し
其
勤
な
-
ば
天
地
の
生
養
も
遂
ぐ
べ
か
ら
ず
。
こ
ゝ
を
以

て
'
上
古
の
聖
王
よ
り
後
代
賢
知
の
君
に
至
り
へ
　
天
子
み
づ
か
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ら
大
臣
を
ひ
き
い
て
春
の
始
田
に
出
で
て
、
手
づ
か
ら
農
具
を

取
り
、
田
を
型
き
初
め
給
ふ
事
あ
り
0
是
を
籍
田
と
云
ひ
て
'

政
の
初
と
し
給
へ
り
。
是
古
の
賢
君
明
王
は
農
業
を
重
ん
じ
本

を
つ
と
め
給
へ
る
に
依
っ
て
な
り
。
其
後
天
下
の
農
大
春
の
耕

を
始
む
る
と
云
へ
り
。
(
中
略
)
　
生
養
の
道
は
耕
作
を
以
て
始

と
し
根
本
と
す
べ
し
。
是
則
ち
尭
舜
の
政
事
也
へ
　
(
中
略
)
　
故

に
農
業
の
道
共
か
ゝ
る
所
至
り
て
お
も
し
。
(
中
略
)
　
農
業
を

つ
と
む
る
人
は
心
力
を
尽
し
て
は
げ
む
べ
し
。

抑
耕
作
に
は
多
く
の
心
得
あ
り
。
先
づ
農
大
た
る
も
の
は
我

身
上
の
分
限
を
よ
-
は
か
り
て
田
畠
を
作
る
べ
し
。
(
後
略
)

安
貞
が
『
農
業
全
書
』
　
の
総
論
を
「
籍
田
」
　
の
故
事
に
な
ぞ
ら
え

て
権
威
付
け
よ
う
と
し
た
よ
う
に
も
　
長
安
も
ま
た
へ
農
業
出
精
の
心

構
え
を
こ
れ
に
よ
っ
て
子
孫
に
対
し
て
権
威
付
け
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
の
一
つ
は
'
安
貞
が
　
「
農
業
を
つ
と
む

る
人
は
心
力
を
尽
し
て
は
げ
む
べ
し
」
と
し
た
と
こ
ろ
を
'
長
安
が

「
其
家
の
家
職
な
ら
バ
'
心
力
を
つ
く
し
て
は
げ
む
べ
し
」
　
と
変
え

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
'
「
他
我
身
徒
然
物
語
」
　
第
1

七
条
で
'
『
徒
然
草
』
　
二
一
七
段
　
「
或
大
福
長
者
の
云
は
く
」
　
以
下

を
ほ
ぼ
全
文
引
用
し
な
が
ら
へ
　
そ
こ
に
あ
る
「
正
直
に
し
て
約
を
固

-
す
べ
し
」
　
と
い
う
一
般
的
な
約
束
の
遵
守
を
'
「
正
直
に
し
て
'

其
家
の
約
を
か
た
-
す
べ
し
」
と
'
家
訓
の
遵
守
に
こ
っ
そ
り
と
書

き
替
え
て
い
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
'
長
安
の
常
套
手
段
と

い
っ
て
よ
い
。

も
う
一
つ
は
'
引
用
部
分
に
す
ぐ
続
-
後
略
部
分
で
'
耕
作
の
具

体
的
心
得
を
説
-
と
こ
ろ
で
あ
る
。
耕
作
面
積
に
つ
い
て
安
貞
が

「
各
其
分
際
よ
り
内
ば
な
る
を
以
て
よ
し
」
(
身
分
相
応
に
'
実
力
の

範
囲
内
で
)
と
し
か
書
か
な
い
の
に
対
し
て
'
長
安
は

当
国
の
内
に
も
村
々
二
依
テ
多
少
ハ
あ
る
ぺ
け
れ
と
も
へ
　
此
辺

ナ
ラ

ハ
男
女
老
人
に
田
畠
を
平
し
壱
反
の
積
り
に
作
ル
事
よ
し
と
す

べ
L
へ
　
壱
反
の
積
り
と
言
ふ
ハ
'
男
女
妻
子
上
下
共
に
馬
牛
等

迄
か
ぞ
へ
へ
壱
人
に
も
壱
反
へ
　
壱
疋
に
も
壱
反
積
り
に
作
ル
を

よ
し
と
す
べ
L

と
い
う
'
労
働
生
産
性
の
経
験
値
に
基
づ
い
た
具
体
的
耕
作
面
積
基

準
「
壱
反
の
積
り
」
を
示
す
。
こ
れ
は
「
此
辺
」
　
の
も
の
で
あ
る
か

ら
、
も
ち
ろ
ん
　
『
農
業
全
書
』
　
に
は
み
え
な
い
。
彼
は
詳
細
な
農
事

f
C
O
'
i

日
誌
を
付
け
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
る
経
験
的
な
知
恵
を
'

こ
こ
で
は
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
へ
　
計
画
的
な
経
営
を
説
く
に
　
「
古
語
に
言
こ
と
く
へ
一
年
の

計
事
ハ
春
の
桝
に
有
、
一
日
の
計
事
ハ
鶏
鳴
に
あ
る
事
な
れ
ハ
」

云
々
や
'
第
l
五
条
の
　
「
下
人
を
つ
か
ふ
者
ハ
心
を
ね
ん
ご
ろ
に
し
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て
」
云
々
と
い
う
下
人
・
奉
公
人
の
雇
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
も
'

一
般
論
で
は
『
農
業
全
書
』
そ
の
ま
ま
を
引
用
す
る
が
、
具
体
論
で

は
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

(
三
)
「
書
物
目
録
」
　
で
は
　
(
-
)
　
『
日
本
王
代
記
』
　
の
あ
と
　
(
2
)

か
ら
　
(
2
)
　
ま
で
は
ぼ
時
代
順
に
軍
書
が
並
ん
で
い
る
。
(
一
)
　
に

述
べ
た
よ
う
な
個
々
の
教
訓
と
し
て
で
は
な
-
'
こ
れ
ら
の
軍
書
を

ま
と
ま
り
と
し
て
長
安
は
ど
う
読
ん
だ
か
。
「
依
田
家
訓
身
持
鑑
」

第
一
条
の
中
で
、

日
本
の
昔
し
兵
馬
の
権
を
執
し
人
多
中
に
も
、
保
元
平
治
の
乱

(盛)

後
へ
　
平
相
国
清
森
公
天
下
の
権
柄
を
と
り
'
馨
り
次
心
な
り
し
か

E
S
3
H

と
も
廿
四
年
保
、
其
後
鎌
倉
三
代
将
軍
御
相
続
の
後
へ
北
条

家
九
代
迄
一
百
拾
五
年
治
り
'
足
利
尊
氏
公
卸
嫡
流
十
三
代
弐

百
三
十
壱
年
治
り
'
其
後
平
ノ
信
長
公
へ
次
に
関
白
秀
吉
公
天

下
を
し
ろ
し
め
L
へ
其
後
東
照
大
権
現
家
康
公
御
治
世
迄
数
百

年
へ
兵
乱
止
時
な
-
軍
旅
の
事
有
之
と
い
へ
と
も
へ
遂
に
仮
初

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

イ

ロ

イ

,

,

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

に
も
帝
位
を
椅
奉
る
人
な
し
、
こ
れ
神
国
の
し
る
し
難
有
事

也

と
述
べ
へ
　
そ
こ
に
天
皇
家
が
「
神
武
天
皇
よ
り
今
上
皇
帝
迄
一
百
拾

五
代
-
御
相
続
ま
し
ま
す
」
万
世
一
系
で
あ
る
こ
と
、
四
方
の
蛮
夷

に
優
れ
た
　
「
神
国
の
し
る
し
」
　
を
み
る
.
そ
れ
は
'
『
保
元
物
語
』

か
ら
『
大
坂
物
語
』
ま
で
時
代
順
に
軍
書
を
並
べ
た
、
長
安
な
り
の

総
括
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
国
家
意
識
・
歴
史
意
識
に
つ
い

(
3
)

て
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
が
'
こ
こ
か
ら
彼
は
'
将
軍
家
・
大
名
家
の

「
王
孫
」
と
し
て
の
血
筋
を
説
き
、
さ
ら
に
も

日
本
国
の
内
に
ハ
公
家
・
武
家
に
限
ら
ず
'
土
民
百
姓
と
い
へ

と
も
氏
族
正
し
き
も
の
ハ
王
孫
な
る
ぺ
け
れ
バ
、
累
代
相
続
の

事
に
心
を
懸
べ
き
事
干
要
也

と
し
て
'
自
ら
の
　
「
牢
人
」
と
し
て
の
　
「
血
筋
」
　
の
価
値
=
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
発
見
す
る
。
そ
し
て
へ
妾
を
も
っ
て
で
も
実
子
を

儲
け
へ
家
系
を
維
持
す
る
こ
と
を
家
訓
の
第
一
条
に
規
定
し
た
の
で

4
C
I
P
J「

他
我
身
徒
然
物
語
」
の
第
一
条
も
へ
　
こ
の
こ
と
を
強
調
す
る
。

一
'
徒
然
の
ま
ゝ
に
他
我
身
渡
世
の
事
の
-
心
に
ま
か
せ
'
よ

し
な
し
事
を
書
つ
-
れ
バ
、
子
共
多
-
あ
ら
ん
人
こ
そ
た
の

も
し
-
も
見
て
も
よ
し
へ
少
か
ら
ん
も
其
子
す
ぐ
れ
た
ら
バ
、

多
に
も
増
ら
ん
、
子
共
な
か
ら
ん
人
は
先
の
世
の
事
の
、
、
晶
心

S
3
H

ひ
な
ハ
、
徒
ら
に
此
世
を
過
ハ
'
後
の
世
ゐ
か
ゞ
せ
ん

も
ち
ろ
ん
兼
好
自
身
は
第
六
段
で
　
「
子
と
い
ふ
も
の
な
く
て
あ
り
な

ん
」
と
明
確
に
述
べ
て
お
り
へ
　
「
他
我
身
徒
然
物
語
」
は
『
徒
然
草
』

630
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を
模
し
て
い
な
が
ら
へ
長
安
が
『
徒
然
草
』
を
い
か
に
自
分
流
に
解

釈
し
て
い
る
か
が
わ
か
ろ
う
。

さ
ら
に
も
長
安
は
『
義
経
勲
功
記
』
や
『
本
朝
三
国
志
』
　
の
中
に

依
田
姓
の
武
士
の
活
躍
を
発
見
し
、
そ
れ
を
由
緒
書
や
系
図
に
取
り

(
3
5
)

込
ん
で
い
く
の
で
あ
る
が
、
も
は
や
詳
述
の
余
裕
が
な
い
。

以
上
、
書
物
を
読
ん
で
そ
れ
を
家
訓
と
い
う
思
想
へ
昇
華
さ
せ
る

過
程
-
読
書
行
為
を
検
討
す
る
と
'
(
一
)
　
(
家
)
　
の
確
立
・
維
持
と

し
て
は
共
通
し
な
が
ら
も
、
(
二
)
「
農
大
」
と
し
て
の
　
(
読
み
)
と

と
も
に
へ
　
(
三
)
　
「
牢
人
」
と
し
て
彼
が
発
見
し
た
も
う
一
つ
の
　
(
読

み
)
　
が
そ
こ
に
兄
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
　
-
　
(
読
み
)
　
の
統
合
と
分
化

元
禄
・
享
保
期
は
'
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
　
(
慕
)
が
形
成
さ
れ
る
時

期
と
さ
れ
て
い
る
。
勤
勉
・
節
約
と
い
っ
た
　
(
通
俗
道
徳
)
　
は
'
小

経
営
生
産
様
式
と
し
て
の
小
農
的
な
勤
労
倫
理
・
生
活
倫
理
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
ト
レ
ー
ガ
I
と
し
て
牽
引
的
役
割
を
果
た

し
た
の
は
'
長
安
の
よ
う
な
'
手
作
地
主
と
し
て
自
ら
も
農
業
経
営

を
お
こ
な
う
上
層
農
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
の
実
体
験
の

中
か
ら
発
見
さ
れ
た
生
活
の
知
恵
と
し
て
'
当
初
は
(
個
別
的
・
感

性
的
・
経
験
的
な
知
)
　
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
'
書
物
の
中
か
ら
よ

り
客
観
的
・
普
遍
的
な
言
葉
や
文
体
が
手
に
入
れ
ら
れ
'
(
書
物
の

知
)
と
の
相
互
浸
透
を
通
じ
て
一
定
の
筋
道
に
し
た
が
っ
た
論
理

化
・
体
系
化
が
お
こ
な
わ
れ
'
子
孫
を
も
拘
束
す
る
一
般
的
規
範
に

昇
華
さ
れ
へ
　
「
家
訓
」
　
と
し
て
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

中
世
の
作
品
で
あ
る
『
徒
然
草
』
も
『
沙
石
集
』
も
『
太
平
記
』
も
'

あ
ら
た
に
選
択
的
へ
近
世
的
に
読
み
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た

営
為
全
体
が
彼
ら
の
　
(
読
書
行
為
)
　
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
こ
に
は
、
内
発
的
な
　
(
知
)
　
へ
の
欲
求
が
生
れ
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
娯
楽
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
生
き
る
指
針
を
得
る
た
め
の

(
知
的
読
書
)
　
が
求
め
ら
れ
た
。
一
遍
の
時
代
の
踊
念
仏
の
よ
う
な

集
団
的
宗
教
的
エ
ク
ス
タ
シ
I
で
も
な
-
'
蓮
如
の
時
代
の
よ
う
な

惣
村
の
道
場
で
の
共
同
的
な
語
り
の
場
で
も
な
-
、
個
人
的
で
自
省

的
な
思
索
と
し
て
'
書
物
と
向
き
合
い
な
が
ら
生
き
方
を
選
び
取
る
。

(S)

そ
れ
は
前
田
愛
の
い
う
(
近
代
読
者
)
　
が
'
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
い
て
'

と
り
あ
え
ず
は
こ
の
武
士
と
百
姓
の
間
の
不
安
定
な
階
層
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索
と
し
て
'
そ
し
て
家
父
長
男
性
の
営
み
と
し
て
'

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

本
稿
の
一
応
の
結
論
で
あ
る
。

こ
う
し
た
読
者
の
形
成
を
前
に
し
て
、
作
者
た
ち
も
そ
れ
を
予
定

rし
て
著
述
す
る
。
中
世
の
　
『
太
平
記
』
が
　
「
仁
政
」
論
と
し
て
『
太
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平
記
評
判
秘
伝
理
尽
抄
』
　
で
読
み
替
え
ら
れ
て
い
-
こ
と
を
見
出
し

(cô

た
の
は
若
尾
政
希
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
初
の
聴
衆
・
読
者
は
武
士
・

領
主
で
あ
っ
た
が
'
そ
れ
が
さ
ら
に
　
(
家
)
　
の
論
理
で
読
み
替
え
る

形
で
こ
の
階
層
に
ま
で
広
ま
っ
て
-
る
と
も
　
馬
場
信
武
・
信
意
ら
新

た
な
作
者
た
ち
に
よ
っ
て
　
「
通
俗
軍
書
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
大
量

C
e
o
)

に
刊
行
さ
れ
は
じ
め
る
。
長
安
が
購
入
し
た
『
北
条
九
代
記
』
以
下

の
軍
書
も
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
類
で
あ
る
。
ま
た
元
禄
頃
ま
で
に
刊
行

さ
れ
た
　
『
徒
然
草
』
　
の
多
-
の
注
釈
書
も
ま
た
、
「
上
治
世
の
た
す

け
と
し
へ
　
下
万
人
の
教
議
と
な
せ
る
」
　
(
『
徒
然
草
盤
斎
抄
』
)
へ
　
「
家

督
を
う
け
と
る
若
き
人
な
と
に
よ
く
見
せ
た
き
事
」
　
(
『
慰
萱
』
)
　
と

(.SSI

序
文
で
撰
者
た
ち
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
　
(
読
み
)
を
予

定
し
'
ま
た
主
導
し
て
い
-
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
'
そ
う
し
た
　
(
読
み
)
を
ど
の
よ
う
に
主
導
L
へ
　
統
合

し
て
い
-
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
'
た
と
え
ば
引
野
亨
輔
の
い

う
ご
と
き
仏
教
の
教
典
を
め
ぐ
る
教
団
と
異
端
と
い
っ
た
分
化
と
対

(Si

立
も
生
じ
て
-
る
。
あ
る
い
は
へ
　
「
牢
人
」
　
長
安
が
軍
書
・
歴
史
書

か
ら
「
神
国
」
論
を
読
み
取
っ
た
の
と
は
異
な
る
　
(
読
み
)
も
当
然

な
が
ら
存
在
す
る
の
で
あ
り
へ
　
そ
の
身
分
的
・
階
層
的
立
場
や
時
期

に
よ
っ
て
も
、
(
日
本
)
　
と
い
う
国
家
を
ど
う
読
む
か
を
巡
る
も
生

じ
は
じ
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
既
に
本
稿
の
範
囲
を

越
え
て
い
る
。

(
-
)
　
拙
稿
「
芸
能
・
文
化
の
世
界
」
　
(
『
芸
能
・
文
化
の
世
界
』
吉
川

弘
文
館
へ
　
二
〇
〇
〇
年
)
へ
　
「
兵
農
分
離
社
会
の
種
姓
的
構
造
」
　
(
『
部

落
問
題
研
究
』
一
五
九
へ
　
二
〇
〇
二
年
)
0

(
2
)
　
拙
稿
「
益
軒
本
の
読
者
」
　
(
『
貝
原
益
軒
』
平
凡
社
へ
一
九
九
五

年
)
、
「
近
世
民
衆
社
会
に
お
け
る
知
的
読
書
の
成
立
」
　
(
『
江
戸
の
思

想
』
五
、
ぺ
り
か
ん
社
へ
一
九
九
七
年
)
へ
　
「
近
世
の
学
芸
」
　
(
『
日
本

史
講
座
』
六
へ
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
)
　
な
ど
。

(
3
)
　
い
わ
ゆ
る
「
在
村
文
化
」
や
「
民
衆
儒
学
」
の
研
究
は
'
こ
れ

ま
で
田
崎
哲
郎
・
杉
仁
・
高
橋
敏
・
川
村
肇
・
岸
野
俊
彦
・
青
木
歳

幸
・
青
木
美
智
男
・
塚
本
学
民
ら
に
よ
る
多
く
の
蓄
積
を
も
っ
て
お

り
　
(
文
献
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
『
展
望
日
本
歴
史
』
一
六
へ
　
東
京
堂

出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
な
ど
参
照
)
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
研
究
に
大

き
な
示
唆
を
う
け
て
い
る
が
、
そ
れ
を
元
禄
・
享
保
期
と
い
う
時
期

に
こ
だ
わ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
'
重
点
の
違
い
を
お

い
て
い
る
。

(
4
)
　
「
依
田
長
安
1
代
記
」
国
立
史
料
館
所
蔵
依
田
家
文
書
　
(
3
4
0
1
)
へ

『
依
田
長
安
l
代
記
』
　
(
史
料
館
叢
書
七
へ
　
国
立
史
料
館
編
、
l
九
八

五
年
へ
以
下
『
1
代
記
』
と
略
記
)
一
号
、
六
四
貞
所
載
.

(
5
)
　
山
本
英
二
　
「
浪
人
・
由
緒
・
偽
文
書
・
苗
字
帯
刀
」
　
(
『
関
東
近

世
史
研
究
』
二
八
、
1
九
九
〇
年
)
へ
　
「
甲
斐
回
『
浪
人
』
　
の
意
識
と
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行
動
」
　
(
『
歴
史
学
研
究
』
六
一
三
、
一
九
九
〇
年
)
へ
　
「
近
世
の
偽
文

書
-
武
田
浪
人
を
事
例
に
」
　
(
『
偽
文
書
学
入
門
』
柏
書
房
へ
　
二
〇
〇

四
年
)
。

(
6
)
　
「
依
E
E
長
安
1
代
記
」
(
『
l
代
記
』
　
l
号
、
六
八
～
七
四
頁
)
.

(
7
)
　
依
田
家
文
書
(
3
4
0
4
・
3
4
0
3
)
へ
『
l
代
記
』
二
・
三
号
.

(
8
)
　
長
安
の
経
歴
な
ど
に
つ
い
て
は
へ
　
『
1
代
記
』
　
の
　
「
解
題
」
　
参

【

蝣

」

-

'

J

ロ
U
ハ

(
9
)
　
藤
村
潤
一
郎
　
「
近
世
中
期
に
お
け
る
地
主
経
営
の
実
態
-
甲
州

下
井
尻
村
依
田
家
の
場
合
-
」
　
(
『
史
学
雑
誌
』
六
八
-
四
、
l
九
五

九
年
)
へ
中
井
信
彦
『
幕
藩
社
会
と
商
品
流
通
』
(
塙
葦
居
、
一
九
六

一
年
)
へ
　
神
谷
智
「
近
世
中
期
に
お
け
る
村
内
質
地
関
係
に
つ
い
て
」

(
『
信
濃
』
四
〇
I
l
 
l
　
一
二
へ
　
1
九
八
八
年
)
　
な
ど
。

(
2
)
　
前
掲
山
本
英
二
論
文
参
照
。
な
お
享
保
期
に
は
　
「
牢
人
」
　
の
文

字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「
浪
人
」
　
で
は
な
く
、
こ
れ
を
使
う
。

(
=
0
　
依
田
家
文
書
(
3
4
0
8
)
　
(
『
史
料
叢
書
-
　
近
世
の
村
・
家
・

人
』
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
、
名
著
出
版
、
一
九
九
八
年
、
一

五
八
～
一
六
〇
頁
)
0

(
2
)
　
依
田
家
文
書
(
3
4
1
0
)
『
1
代
記
』
四
号
、
八
七
～
l
〇
九
頁
。

(
2
)
　
依
田
家
文
書
　
(
3
4
0
7
)
　
『
一
代
記
』
　
五
二
号
へ
　
1
八
l
～
1
八

五
百
。

(
2
0
　
各
建
物
の
造
作
経
過
に
つ
い
て
は
、
『
1
代
記
』
二
七
～
二
九

頁
。

(
2
)
　
小
泉
和
子
「
暮
ら
し
の
道
具
」
　
(
『
岩
波
講
座
日
本
通
史
1
3
　
近

世
3
』
一
九
九
四
年
)
　
参
照
。
文
具
は
'
冠
婚
葬
祭
以
下
宴
会
用
の

供
膳
具
や
茶
道
具
な
ど
と
と
も
に
、
「
地
域
の
支
配
的
立
場
に
あ
っ

て
、
対
面
を
重
ん
じ
、
社
交
が
生
活
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
て

い
た
大
庄
屋
層
の
暮
ら
し
ぶ
り
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
　
依
田
家
文
書
　
(
1
4
4
3
)
。
こ
の
帳
は
'
「
享
保
十
四
酉
年
隠
居
二

付
、
依
田
民
部
奉
」
と
い
う
和
歌
を
は
じ
め
へ
　
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
-
は
長
安
の
読
書
記
録
　
(
享
保
十
四
年
か

ら
そ
う
遠
-
な
い
時
期
と
思
わ
れ
る
)
　
と
宝
暦
頃
の
普
請
記
録
が
中

心
。
l
度
綴
じ
目
が
は
ず
れ
た
ら
し
く
'
現
在
は
順
序
が
混
乱
し
て

い
る
。

(
」
)
　
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
　
1
-
四
　
(
井
上
書
房
へ

一
九
六
二
～
六
四
年
)
　
に
よ
る
。

(
2
)
　
前
掲
拙
稿
「
近
世
の
学
芸
」
。

(
2
)
　
依
田
家
文
書
(
1
8
-
2
3
)
　
な
ど
。

(
S
)
　
こ
こ
で
　
「
た
は
こ
入
れ
」
な
ど
も
併
せ
て
販
売
す
る
、
小
間
物

行
商
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
初
期
の
地
方
本
屋
の
姿
と
し
て
'

信
濃
松
本
の
本
屋
と
も
共
通
し
て
興
味
深
い
　
(
鈴
木
俊
幸
「
地
方
書

商
の
成
長
と
書
籍
流
通
」
　
『
歴
史
評
論
』
　
六
六
四
へ
　
二
〇
〇
五
年
へ

参
照
)
。
な
お
甲
府
へ
出
る
こ
と
は
'
一
泊
程
度
で
時
折
あ
っ
た

(
た
と
え
ば
『
一
代
記
』
二
七
一
百
)
。

(
S
)
　
依
田
家
文
書
　
(
2
1
4
3
)
-
小
さ
な
構
半
帳
で
、
こ
こ
に
示
し
た
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上
段
と
下
段
の
関
係
は
判
然
と
し
な
い
。

藤
実
久
美
子
　
『
武
鑑
出
版
と
近
世
社
会
』
　
(
東
洋
書
林
、
一
九

九
九
年
)
へ
　
「
近
世
社
会
に
お
け
る
文
化
の
階
層
性
」
(
『
歴
史
学
研

究
』
七
六
八
へ
　
二
〇
〇
二
年
)
0

f
C
O
¥
　
書
物
で
は
な
い
が
'
享
保
八
年
の
　
「
万
覚
帳
」
　
に
、
享
保
一

二
・
一
三
年
頃
の
金
物
の
購
入
値
段
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
'
鎌
・
鍬
先
・
鈍
・
包
丁
な
ど
の
農
具
は
　
「
三
日
市
場
か
じ

(
鍛
冶
)
」
　
「
塩
川
　
(
村
)
　
弥
兵
衛
」
　
な
ど
近
隣
の
在
郷
町
や
在
村
の

鍛
冶
で
'
鉄
網
・
鋼
網
・
針
金
・
鉄
筋
金
・
釘
・
鉄
砲
釜
な
ど
の
鋳

物
は
甲
府
の
　
「
一
条
町
あ
く
や
市
兵
衛
」
　
や
'
江
戸
日
本
橋
の
　
「
鉄

や
六
兵
衛
」
　
で
　
(
『
一
代
記
』
　
七
七
号
へ
　
二
三
七
～
二
三
九
・
二
六

三
二
一
六
四
頁
)
　
と
い
っ
た
よ
う
に
'
購
入
先
が
在
方
・
城
下
町
・

江
戸
と
い
う
三
層
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

(
3
)
　
依
田
家
文
書
(
9
1
3
)
　
『
一
代
記
』
七
六
号
へ
　
二
1
九
～
二
三
三

頁
。
京
都
に
は
三
月
二
二
日
か
ら
二
八
日
ま
で
滞
在
し
た
。
な
お
へ

こ
の
部
分
は
出
立
前
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
へ
　
「
さ
か
い
　
(
堺
)
　
こ

而
大
に
ん
じ
ん
調
候
而
よ
し
」
な
ど
'
ど
こ
で
何
を
買
う
予
定
か
が

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伊
勢
行
に
つ
い
て
は
へ
　
藤
村
潤
一
郎
「
近
世

永
代
御
神
楽
講
と
依
田
家
」
　
(
『
甲
斐
史
学
』
二
〇
、
一
九
六
五
年
)
0

依
田
家
文
書
(
7
9
4
)
-

依
田
家
文
書
(
7
9
5
)
-

(
」
)
　
拙
稿
　
「
三
部
と
地
方
城
下
町
の
文
化
的
関
係
-
書
物
の
流
通
を

素
材
に
-
」
　
(
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
〇
三
集
、
二

〇
〇
三
年
)
0

『
近
士
武
道
三
国
志
』
　
(
古
典
文
庫
へ
　
二
〇
〇
〇
年
)
、
同
書
解

題
(
藤
原
英
城
)
　
に
よ
れ
ば
'
月
尋
堂
の
作
。

安
丸
良
夫
　
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』
　
(
青
木
書
店
へ
一

九
七
四
年
)
第
二
早
。

(
g
)
　
『
北
条
九
代
記
』
(
帝
国
文
庫
四
九
〇
～
四
九
一
頁
)
0

(
5
5
)
　
『
太
平
記
』
　
三
　
(
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
)
　
三
一
六
～
三
三

五
頁
。
「
書
物
目
録
」
　
に
は
　
『
太
平
記
評
判
秘
伝
理
尽
妙
』
　
な
ど
の

注
釈
本
は
な
く
へ
　
読
ん
だ
か
ど
う
か
不
明
。

『
農
業
全
書
』
(
岩
波
文
庫
へ
一
九
三
六
年
)
　
四
七
～
四
八
亘
。

た
と
え
ば
へ
　
享
保
八
年
　
「
万
覚
帳
」
　
(
3
2
8
5
)
　
(
前
掲
　
『
一
代

記
』
二
三
四
～
二
六
五
貞
)
0

(
3
5
)
　
拙
稿
　
「
近
世
の
出
版
文
化
と
　
(
日
本
)
」
　
(
『
歴
史
学
の
臨
界
』

一
'
東
京
大
学
出
版
会
へ
　
二
〇
〇
五
年
予
定
)
0

v
c
o
)
　
前
掲
　
「
依
田
家
訓
身
持
鑑
」
　
(
『
一
代
記
』
　
六
五
～
六
七
貞
)
。

注
5
山
本
論
文
参
照
。

(
8
)
　
前
田
愛
『
近
代
読
者
の
成
立
』
(
有
精
堂
、
一
九
七
三
年
)
0

若
尾
政
希
.
F
r
太
平
記
読
み
」
　
の
時
代
』
　
(
平
凡
社
へ
　
1
九
九
八

年
)
0

K
c
o
J
　
長
友
千
代
治
　
「
近
世
に
お
け
る
通
俗
軍
書
の
流
行
と
馬
場
信
武
へ

馬
場
信
意
」
(
『
説
林
』
二
五
へ
一
九
七
六
年
)
。

ft?-/
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635

¥
c
o
)
　
拙
稿
「
『
徒
然
草
』
　
は
江
戸
文
学
か
」
　
(
『
歴
史
評
論
』
六
〇
五
へ

二
〇
〇
二
年
)
0

(
3
)
　
引
野
亨
輔
「
近
世
日
本
の
書
物
知
と
仏
教
諸
宗
」
(
『
史
学
研

究
』
二
四
四
、
二
〇
〇
四
年
)
。

(
京
都
橘
大
学
教
授
)


